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改定内容

注意事項

・本資料は専門工事業者（瓦屋根）を対象としています。

・本資料は当社の標準施工要領を示すもので、製品品質や施工品質を確保

　するための方法として、代表的な例を記載しています。

　（施工や納まりの方法、使用部材を限定するものではありません。

　地域･ハウスメーカー毎に施工方法や使用部材が異なる場合があります｡）

・本資料記載以外の施工や納まりの方法については、当社製品の機能およ

　び性能が確保できるように、元請様や工事店様のご判断、責任のもと、

　方法を決定し、施工を行って頂きますようお願い致します。

・本資料は法改正、商品改良のためなどにより予告なく変更する場合があ

　りますので、施工の際には本資料が最新であることをご確認ください。

・住宅金融支援機構の融資を受ける住宅の場合は、機構の定める「住宅工

　事仕様書」に従い、工事を行ってください。

・住宅瑕疵担保保険の保険対象住宅は、住宅瑕疵担保責任保険　設計施工

　基準に従い、工事を行ってください。

・本資料の著作権および所有権は、株式会社鶴弥が所有しております。

　本資料の全部又は一部を当社の許諾なく複製、改修したりすることは

　著作権法上禁止されております。

【第20回改定】 2018.11

・製品仕様　色種にコードを追加

・製品リスト　品名コードを追加、追加に伴いレイアウト変更

・トライ袖瓦の削除

・カットした冠瓦の固定についての追記

・片流の納まり　勾配ごとの下地高さ、緩勾配時の注意の追加

・P－換､棟換気エアフローＰｌｕｓ＋､野地面換気エアフローＰｌｕｓ＋

　の対応勾配を2.5寸～を2.0寸～に変更

・レイアウト変更、その他、誤記訂正など
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スーパートライ110　タイプⅠ

４

全　　長

働き長さ

全　　幅

働 き 幅

352±4㎜ 344±4㎜

280㎜ ※1 306±4㎜ ※2

（２７０～２８５㎜）

重　　量

葺き枚数

梱包枚数

３.６㎏／枚　（４３.２㎏／㎡）

４０枚／坪

３２４枚／パレット（４枚／束）

スーパートライ110　タイプⅢ

全　　長

働き長さ

全　　幅

働 き 幅280㎜ ※1 306±4㎜ ※2

（２７０～２８５㎜）

重　　量

葺き枚数

梱包枚数

３.６㎏／枚　（４３.２㎏／㎡）

４０枚／坪

352±4㎜ 346±4㎜

３２４枚／パレット（４枚／束）

アンダーラップ

働き幅　306±4㎜

全　幅　344±4㎜

オーバーラップ

アンダーラップ

働き幅　306±4㎜

全　幅　346±4㎜

オーバーラップ

全
長

　
3
5
2
±

4
㎜

(
2
7
0
～

2
8
5
㎜

)
働

き
長

さ
　

2
8
0
㎜

 
※

1

桟葺き基準線ハイパーアーム

ア
ン

ダ
ー

ロ
ッ

ク

全
長

　
3
5
2
±

4
㎜

(
2
7
0
～

2
8
5
㎜

)
働

き
長

さ
　

2
8
0
㎜

 
※

1
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標準屋根勾配及びその流れ長さ

標準屋根勾配 4.0/10 4.5/10 5.0/10 6.0/10

その流れ長さ 8ｍ 10ｍ 12ｍ 18ｍ

標準屋根勾配及びその流れ長さ

標準屋根勾配 3.0/10 3.5/10 4.0/10 4.5/10 5.0/10 6.0/10

その流れ長さ 6ｍ 8ｍ 10ｍ 12ｍ 15ｍ 21ｍ

※1 働き長さは270～285㎜の調整が可能です。範囲内で流れの

　　瓦割付ができます。

※2 働き幅の標準値は306㎜です。瓦割付をする場合、現物で

　　寸法確認し割付を行ってください。

【注】これはｽｰﾊﾟｰﾄﾗｲ110ﾀｲﾌﾟⅠを安心してお使い頂くための

　　　標準値です。

※1 働き長さは270～285㎜の調整が可能です。範囲内で流れの

　　瓦割付ができます。

※2 働き幅の標準値は306㎜です。瓦割付をする場合、現物で

　　寸法確認し割付を行ってください。

　　　標準値です。

【注】これはｽｰﾊﾟｰﾄﾗｲ110ﾀｲﾌﾟⅢを安心してお使い頂くための

 ※2

 ※2

５．製品仕様



色種

不燃材料認定について

マット調のやわらかな色合いを釉薬にて再現しています。

特殊釉薬により、太陽光に含まれる赤外線を選択的に反射させる
ことによって小屋裏温度の上昇を防ぐ遮熱性能を持った色です。

く抑える色です。また、セルフクリーニング機能があり濡れた

色　種 特　徴
設　定

タイプⅠ タイプⅢ

○ ○

○ ○

○ ○

○ －

○ ○

○ －

○ －

○ －

○ －

○ －

○ －

○ －

５

※美銀色の注意

粘土瓦の特性及び製品に関するお願い

製品欠陥ではなく粘土瓦製品としての一般的性質であり、屋根材としての品質上の問題はありません

ので安心してご使用ください。

粘土瓦は天然原料を使った自然素材であるため、下記の要因が発生する場合がありますが、

・色ムラ

　粘土成分の違いや、気圧など気象条件による、焼成窯内雰囲気の変化により、微妙な色ムラが発生している場合があります。

　貫入状態を直接貫入といいます。釉薬と素地（粘土）の収縮が同じ程度に調合した色の瓦は直接貫入の発生は少なく、施工後

　徐々に貫入が発生します。これを経年貫入といいます。

　必要不可欠な素材でありますが、焼成時には陥没しピンホールになる原因となります。）

　瓦表面に雨水などが汚れとして付着し、これが平滑な薄膜状となった時、光の干渉で虹色に見える現象です。このような現象

・ネジレ・寸法

・貫入（かんにゅう・表面亀裂）

・ピンホール

・表面の汚れ

・色合いの変化

・虹彩現象（こうさい）

　焼き物特有の若干のネジレ、寸法のバラツキにより施工時に瓦と瓦の間に若干の隙間や段差が発生する事もあります。

　瓦には貫入（かんにゅう）と呼ばれる、釉薬表面に細かい亀裂が発生している場合があります。窯から出してすぐに発生する

　住宅の立地条件により瓦表面に緑藻類などの汚れが付着することがあります。

　環境による変色や埃等による汚れでの色の変化はありますが、屋根材としての品質、性能及び品質上の問題は一切ありません。

　粘土表面にガラス質のゆう薬をかけて約1130℃で焼き締めているため、色が抜けるということはありません。ただし、周りの

　は瓦全般に発生しますが濃色の釉薬で特に目立ちやすいという特徴があります。

特殊釉薬層で70％以上の太陽熱を反射し、屋根温度の上昇を大き

　美銀色は、瓦表面に細かなキズや形状によっては釉キズが発生する場合があります。
　また、指紋・油などの汚れが付くと取れにくいので素手でのお取扱いは注意してください。

　含まれる有機物（イワ木、小石等）などで燃焼時に発生するものです。（特に粘土に含まれる小石は、瓦の強度を保つために

　　　瓦には釉薬表面にピンホールと呼ばれる小さいへこみや粘土素地の露出が発生している場合があります。釉薬の気泡や粘土に

当社製品は全て粘土瓦であり建築基準法第２条第９項に基づき、

建設省告示第1400号 平成12年5月30日（最終改正 国土交通省告示第1178号 平成16年9月29日）

にて不燃材料として定められています。

建築確認申請の不燃材料国土交通大臣認定番号は、"建設省告示第1400号（最終改正 国土交通省告示第1178号)にて認定"とご記載ください。

1100度以上の高温で焼き固められているので通常の火災時の加熱に対して、燃焼、変形、溶融、き裂、有害なガスの発生はありません。

日本の伝統色｢いぶし銀｣を釉薬で再現した色です。

スタンダード

カラー

プレミアム

カラー

ナチュラル

シリーズ

クール

ベーシック

サマースノー

マットブラック

銀鱗（ギンリン）

美銀（ビギン）

マットグリーン

青磁（セイジ）

ナチュラルブラウン

ナチュラルレッド

ナチュラルイエロー

クールブラック

クールブラウン

スノーホワイト

※

（受注生産品）

アンティックブラウン

028

029

002

014

033

031

043

042

041

114

115

111

コード

５．製品仕様

状態では大変滑りやすくなりますので注意してください。



　６．製品リスト　６－１．瓦

コード

形状・寸法

品名 スーパートライＦ１桟瓦

６

72101 Ｆ１半瓦右 70103 70104

スーパートライ１１０タイプⅠ

品名 コード

形状・寸法形状・寸法

72107

品名 コード

形状・寸法

スーパートライＦ３桟瓦 Ｆ３半瓦 －76101

スーパートライ１１０タイプⅢ

桟瓦を現場加工して使用してください。

桟瓦カット

かぶせ袖仕様

トライＲＳワイド袖

※図は右

トライＲＳ袖

※図は右

兼用袖（左右兼用タイプ）

品名 コード

形状・寸法

品名 コード

形状・寸法

品名 コード

形状・寸法

76107

70315

70316

70311

70312

71304

※図は右

※図は右

70607

70608

70605

70606

71602

※図は右

※図は右

70313

70314

70309

70310

71303

130(内
寸
)

全
長32

5

103(内寸)

隠し穴 レイン
キャッチャー

隠し穴

全長
37
3

レイン
キャッチャー

隠し穴

全
長30

0

レイン
キャッチャー

116（内寸）

102（内寸）

全
長
32
5

レイン
キャッチャー

全
長
37
3

レイン
キャッチャー

全
長
30
5

レイン
キャッチャー

103（内寸）

103（内寸）

全
長
33
5

全
長
37
0

全
長
29
8

トライＲＳワイド袖右

トライＲＳワイド袖左 トライＲＳワイド角左

トライＲＳワイド角右

トライＲＳ袖瓦右

トライＲＳ袖瓦左

トライＲＳ角右

トライＲＳ角左

トライＲＳ寸長袖瓦右

トライＲＳ寸長袖瓦左

トライ兼用袖 トライ兼用角 トライ寸長兼用袖

スーパートライＦ３雪止（角）

Ｆ１半瓦左

スーパートライＦ１雪止（角）

トライＲＳワイド寸長袖右

トライＲＳワイド寸長袖左



※寸法は働き寸法

７

コード

形状・寸法

品名

差し棟仕様

品名 コード

形状・寸法形状・寸法

品名 コード

形状・寸法

品名 コード

形状・寸法

品名 コード

形状・寸法

品名 コード

形状・寸法

　６－１．瓦　６．製品リスト

三角冠仕様（紐付）

三角冠仕様（タマブチ付）

70801 70902

30
2

235

7190271801

302

234

71903

70802 70912 70803

37
8

196

37
8

196

48
0

196

推奨勾配　4寸～5寸
※受注生産品

70805

70916 71801

302

234

70903

71905

70904

　　　右袖に付くのが左菱巴）

70905

推奨勾配　4寸～5寸推奨勾配　4寸～5寸

70906 70907 70921

70922

70910

70911

（左袖に付くのが右菱巴

（兼用袖専用）

125 125
紐付 紐無

150 150

紐付 紐無

71904Ｆ２菱巴左

　　　右袖に付くのが左菱巴）

（左袖に付くのが右菱巴

71905

71907

推奨勾配　4寸～5寸

71906

推奨勾配　4寸～5寸

71913 71910

（兼用袖専用）

125150

左右

左右

Ｆ２冠瓦

Ｆ２三ツ又 Ｆ２四ツ又

Ｆ２カッポン Ｆ２菱巴右

Ｆ２巴(150) Ｆ２巴(125)

Ｆ２曲り

Ｆ１曲りＦ１菱巴右

Ｆ１菱巴左

Ｆ１巴紐付(150)

Ｆ１巴紐無(150) Ｆ１巴紐無(125)

Ｆ１巴紐付(125)

Ｆ１カッポン

Ｆ１四ツ又Ｆ１三ツ又

Ｆ１冠瓦

トライ差し棟

トライ寄棟止(差し棟用) Ｆ２冠瓦

トライ差し棟カッポン トライ寸長差し棟

Ｆ２曲り

トライ差し棟四ツ又

（トライＲＳ袖瓦用）

（トライＲＳ袖瓦用）

（トライＲＳワイド袖用）

（トライＲＳワイド袖用）



※寸法は働き寸法

８

　６－１．瓦　６．製品リスト

形状・寸法

コード品名

片流冠

形状・寸法

コード品名

その他

形状・寸法

コード品名

176

70807 71807 70925

71925 70926

形状・寸法

コード品名

コード品名

10701

26
5

7191270914 70915

※受注生産品 ※受注生産品

176

7091770804

対応勾配　8寸以上
※受注生産品

対応勾配　8寸以上
※受注生産品

30
0

70918

対応勾配　8寸以上
※受注生産品

形状・寸法

306 306

トライ片流冠（紐付）

トライ片流巴右（タマブチ付）

トライ片流冠（タマブチ付） トライ片流巴右（紐付）

Ｆ１巴紐付(切欠き無) Ｆ１巴紐無(切欠き無) Ｆ２巴(切欠き無)

厚のし

トライ急勾配切妻止紐付 トライ急勾配切妻止紐無トライ急勾配冠瓦

トライ片流巴左



９

　６．製品リスト　６－２．雨押え・水切部材、下地材

形状・寸法

品名

形状・寸法

コード品名

流れ壁捨水切

雨押え・水切部材

コード 軒先メタル(73×60)

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35 長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

色：黒 色：黒

色：黒・茶
長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

81060 81065 81041 81066

81067

平行壁･流れ壁メタル

形状・寸法

コード品名

形状・寸法

コード品名

下地材

ＰＳ樹脂瓦桟H15×W30 ＰＳ樹脂瓦桟H40×W30桟木 15×30以上

笠木 15×90 瓦座 45×120

棟垂木 42×42

樹脂棟垂木 43×43

81151 - 81153 -

81157 - -

形状・寸法

コード品名

色：黒
長さ 3ｍ　ポリスチレン

針葉樹類 防腐処理 色：黒
長さ 3ｍ　ポリスチレン

長さ 3ｍ　針葉樹類

色：黒
長さ 3ｍ　ポリスチレン

針葉樹類

長さ 1829㎜　t=0.35
色：黒 色：黒

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.4

谷樋ＧＬ 0.4谷樋カラーステン

1515 150150

20 20
1515 150150

20 20

107ﾟ

60

73 45 20

59

6

150

100

18 30

120

150
10
15

水抜き溝

30

15

30 水抜き溝

40

30 42

4215

15

90 120

4543

43
（水抜き溝無）

81063

色：黒

ケラバ捨水切 81064

40 15

60

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35
色：黒

壁止まりメタル右 81097

ＧＬt=0.35
色：黒・茶

130

145

130
45

145

壁止まりメタル左 81098

ＧＬt=0.35
色：黒・茶

145

13
0

45

145
13
0

三角の瓦座の場合のみ使用
瓦座の後に取り付け

用途：桟木
野地面通気工法で使用

用途：桟木 用途：軒瓦座、棟垂木 用途：軒瓦座、棟垂木

用途：軒瓦座、棟垂木 用途：壁際笠木
針葉樹類
用途：軒瓦座

瓦座の前に取り付け

軒先メタルＺ

瓦座の形状に関係なく取付



１０

高さ刻印

　６．製品リスト　６－３．副資材

副資材

※1 桟瓦の緊結用釘は｢瓦屋根標準設計・施工ガイドライン｣の仕様に準拠したステンレス製スクリュー回転止め加工釘は使用可能です。
　　使用の場合は、同書の標準工法、試験データ等を参照してください。

コード

形状・寸法

品名 コード

形状・寸法形状・寸法

品名

品名 コード

形状・寸法

品名 コード

形状・寸法

品名 コード

形状・寸法

快適ロール
ピ ー カ ン

Ｐ－換 Ｆ形用80057 81235

材質 ポリエチレン
１巻 20ｍ×1ｍ
重さ 2.9㎏(1巻)

（棟換気部材）
材質　 塗装ＧＬ鋼板0.4mm

付属品 本体/1本、カバー/2本、湿式プレート/2本

 　　　ブチルテープ/8枚、パッキン付ステンレスねじ65mm/3本(SUS305)、

 　　　コーススレッドねじ25mm/14本(SUS410ラスパート塗装)

840 910

コード

形状・寸法

品名

色：黒・茶・銀・緑
SUS430

20

240

ＢＫ棟金具０（ベルト） 80640

カラーＧＬ鋼板

片流用ＢＫ棟金具 下記

ZAM+エポキシ塗装
片流用ＢＫ棟金具２０ 80688
片流用ＢＫ棟金具３０ 80689
片流用ＢＫ棟金具４０ 80690

リブ付ＢＫ棟金具 下記

ZAM+エポキシ塗装
リブ付ＢＫ棟金具２０ 80901

ステンレスねじステンレススクリュー釘 -

（板金用）
SUS304
#14×32㎜

（隅木固定用）
SUS410以上
φ3.8×38mm

-ステンレスリング釘 -

（桟木用）
SUS304
#14×50㎜

耐風Ｌ釘　Ｌ－３８ 80519下記

 （瓦用）
SUS304
#12×68㎜　80538
#13×68㎜　80540

SUS304
#12×38㎜

パッキン付ステンレスねじ 下記

ねじ部φ4.2mm
SUSXM7
50,75,100,125

パッキン付ステン瓦ビス50.75.100.125
　　　　　　80550.80552.80554.80556
ステンブロンズねじ50.75.100
　　　　　　80561.80562.80563

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+ 81248

材質 ポリプロピレン
　　 EPDMシート+ブチル粘着材
付属ビス(SUSXM7)
ビスL=20/4本 ビスL=51/4本
ビスL=75/2本

22
7230

81247

材質 ポリプロピレン
　　 EPDMシート+ブチル粘着材
付属ビス(SUSXM7)
ビスL=20/12本
施工要領書

135

681

棟換気エアフローＰｌｕｓ+フリーエアーロール 81116

材質 アルミニウム複合素材＋
　　 ポリプロピレン製フリース
１巻 5ｍ×220ｍｍ

下記調整式ステン棟金具

SUS430
調整式ステン棟金具40～60　80697

３０ 80902、４０ 80903
５０ 80904、６０ 80905
７０ 80906、８０ 80907

高さ刻印

SUS430
色：黒・茶・銀

調整式ステン棟金具60～100 80698
調整式ステン棟金具80～120 80699

ハイブリッドリング釘Ｆ形用 ※1

通気穴

不織布
220～

340

ブチルテープ

ＳトライＦ１雪止金具 80709 扇形雪止金具（ＳトライＦ１用） 80753

野地面通気工法で使用
（遮熱性透湿ルーフィング）

野地面通気工法で使用 （換気部材）（棟換気部材）



１１

　６．製品リスト　６－３．副資材

副資材

品名 コード

形状・寸法

色：黒・茶・緑・銀

ＳトライＦ３雪止金具 80720

SUS430

ＳトライＦ１雪止金具(後付) ＳトライＦ３雪止金具(後付)

SUS304(本体、ボルト、ナット) SUS304(本体、ボルト、ナット)
色：黒・茶・緑・銀色：黒・茶・緑・銀

80715 80721

品名 コード

形状・寸法

EPDMシーラー15×15 81105

幅:15

15

長さ 2000㎜長さ 2000㎜

EPDMシーラー25×20 81102

25

幅:20

カラーＧＬ鋼板

ＧＬハイパーアーム金具 80529

コード

形状・寸法

品名

150

500

81121

150

500

580

20

20
290

30 290

50

EPDM流れ壁用シーラー 81106

瓦２段分

防水テープ150×500防水テープ175×500 81123

品名 コード

形状・寸法形状・寸法

（ゴムアス系ルーフィング）

改質アスファルトルーフィング -シリコン入南蛮しっくい 下記

色：黒

240

防水テープ240×18ｍ 81124

品名 コード

形状・寸法

瓦用接着剤

瓦用接着剤平板用軒先プラ面戸 80360

色：黒
長さ 1000mm　塩化ビニル

7

24

45

10
6

内側に切取り目安線あり

シリコン又は変成シリコン

下記

不凍液入　80150

80026タテ桟テープ ３２０

１巻 50ｍ

品名 コード

形状・寸法

ホルマル被覆銅線又はステンレス線 -細筆ペンキ25ｍ　※

色：マットブラック
　　アンティックブラウン
　　銀鱗（ギンリン）

筆付キャップ

89010

線径 0.9mm以上

ペンキ100ｍ

色：瓦各色

筆付キャップ

89003

ハイパーコーク(クリア)　　81150
ハイパーコーク(ブラウン)　81149
ハイパーコーク(ブラック)　81148

不凍液無　80149

雨押え・水切部材、木材、副資材について

　　製品リスト記載の副資材等の部材は当社推奨品です。

　　瓦屋根標準設計・施工ガイドラインの仕様に準拠している部材は使用可能です。

（筆先が約3mmと細いため小さい部分塗り
　が簡単にできるペンキです。）

（筆付キャップ、切断面塗装用ペンキ）

差し棟仕様 タイプⅠ隅棟部に使用 差し棟仕様 タイプⅢ隅棟部に使用

軒先の瓦座(角材)に打ち付けて使用

差し棟仕様の大棟に使用



ハイブリッドリング釘 Ｆ形用　※1

雪止（共通）

パッキン付ステンレスねじ 75㎜

パッキン付ステンレスねじ 75㎜

パッキン付ステンレスねじ 50㎜

各釘の使用箇所

桟瓦（共通）　平部 桟瓦（共通）　軒先部

１２

耐風Ｌ釘 Ｌ－３８

トライ兼用袖(角･寸長)

ハイブリッドリング釘 Ｆ形用　※1 ハイブリッドリング釘 Ｆ形用　※1

Ｆ１冠瓦、Ｆ２冠瓦 Ｆ１巴、Ｆ２巴Ｆ１カッポン、Ｆ２カッポン

トライ片流冠（紐付､タマブチ付）トライ差し棟（カッポン、寸長） トライ片流巴右(紐付､タマブチ付)

パッキン付ステンレス

ねじ 100㎜ 図はトライ片流巴右（紐付）図はトライ片流冠（紐付）

パッキン付ステンレスねじ 75mm パッキン付ステンレスねじ 75mm

パッキン付ステンレスねじ 75mm パッキン付ステンレスねじ 75mm パッキン付ステンレスねじ 75mm

パッキン付ステンレスねじ 75mm

　　使用の場合は、同書の標準工法、試験データ等を参照してください。
※1 桟瓦の緊結用釘は｢瓦屋根標準設計・施工ガイドライン｣の仕様に準拠したステンレス製スクリュー回転止め加工釘は使用可能です。

トライＲＳ袖瓦(角･寸長袖)

パッキン付ステンレスねじ 50㎜パッキン付ステンレスねじ 75㎜

トライＲＳワイド袖(角･寸長袖)

パッキン付ステンレスねじ 50㎜

トライ寄棟止､Ｆ１菱巴､Ｆ２菱巴

トライ片流巴左



工法別　使用役瓦表

差し棟工法

三角冠工法

又は

スーパートライ110

タイプⅠ

スーパートライ110

タイプⅢ

スーパートライ110

タイプⅠ

スーパートライ110

タイプⅢ

Ｆ２冠瓦 差し棟

Ｆ１冠瓦

Ｆ１冠瓦
又は

Ｆ２冠瓦

トライ片流冠(紐付)

トライ片流冠

（紐付）

（タマブチ付）

トライ片流冠

トライ片流冠(タマブチ付)

桟瓦種類工法 大棟部 隅棟部 片流部

Ｆ２冠瓦

スーパートライ
Ｆ１桟瓦

スーパートライ
Ｆ３桟瓦又は

トライ差し棟カッポン

トライ差し棟

トライ寸長差し棟

方形屋根

トライ差し棟四ツ又

役物使用箇所

※工法と袖瓦の組み合わせは自由です。

１３

　ただし、袖瓦によって使用する巴が

トライ寄棟止(差し棟用)

巴(150)を使用

巴(150)を使用

巴種類袖瓦種類

トライＲＳ袖瓦

トライＲＳワイド袖

巴(125)を使用トライ兼用袖
ケラバ部（袖瓦）

隅棟部

大棟部

大棟端部（巴）

片流部

差し棟工法（タイプⅠ・タイプⅢ共通）

Ｆ２曲り

　異なりますので注意してください。



スーパートライ
Ｆ１桟瓦

スーパートライ
Ｆ３桟瓦又は

右袖に付くのが左菱巴

Ｆ１四ツ又

Ｆ１菱巴右

Ｆ１菱巴左
左袖に付くのが右菱巴

Ｆ１曲り

Ｆ１冠瓦

Ｆ１三ツ又

Ｆ１カッポン

Ｆ１冠瓦

三角冠工法－Ｆ２冠瓦（タイプⅢのみ）

右袖に付くのが左菱巴

左袖に付くのが右菱巴

Ｆ２菱巴右

Ｆ２菱巴左

Ｆ２四ツ又

スーパートライＦ３桟瓦

Ｆ２冠瓦

Ｆ２三ツ又

Ｆ２カッポン

Ｆ２冠瓦

Ｆ２曲り

三角冠工法－Ｆ１冠瓦（タイプⅠ・タイプⅢ共通）

１４



袖瓦（タイプⅠ・タイプⅢ共通）

１５

トライＲＳ袖瓦

トライＲＳ寸長袖瓦左

トライＲＳ袖瓦左

トライＲＳ角左

トライＲＳ寸長袖瓦右

トライＲＳ袖瓦右

トライＲＳ角右 Ｆ１巴紐付(150)
Ｆ１巴紐無(150)

Ｆ２巴(150)

又は

150150
150

（棟際の桟瓦を１枚物で施工した場合） （棟際の桟瓦を１枚物で施工した場合）

Ｆ１巴紐付(150)
Ｆ１巴紐無(150)

Ｆ２巴(150)

又は

150150
150

（棟際の桟瓦を１枚物で施工した場合）

トライＲＳワイド袖

トライＲＳワイド袖右

トライＲＳワイド角右

トライＲＳワイド寸長袖瓦左

トライＲＳワイド袖瓦左

トライＲＳワイド角左

（棟際の桟瓦を１枚物で施工した場合）
トライＲＳワイド寸長袖右

片流部（タイプⅠ・タイプⅢ共通）

トライ兼用袖 トライ兼用袖

トライ寸長兼用袖

トライ兼用角

トライ寸長兼用袖

トライ兼用角

又は

Ｆ１巴紐付(125)
Ｆ１巴紐無(125)

Ｆ２巴(125)

125125
125

（棟際の桟瓦を１枚物で施工した場合） （棟際の桟瓦を１枚物で施工した場合）

トライ兼用袖（左右兼用タイプ）

トライ片流冠(紐付) トライ片流冠（タマブチ付）

トライ片流巴左

トライ片流巴右(紐付)トライ片流冠(紐付)

トライ片流巴左

トライ片流巴右（タマブチ付）トライ片流冠（タマブチ付）



１６

７．瓦割付寸法

瓦割付寸法

【すがり部：切妻】

＊流れ方向は働き長さの倍数で決めてく

　ださい。

＊割り付けする場合は、桁行方向は下図

　のように決めてください。

注意　破風板内々の寸法

ｃ.桟瓦を切断

＊割付をしない場合は左のケラバ際の桟瓦を切断し桁行寸法を調整してください。

＊野地板調整など瓦の割付をする場合は下記の寸法によって割付してください。

【桁行方向：切妻】

ａ.半瓦を使用する場合

＊働き幅の標準値は306㎜ですが、瓦割付をする場合、現物で寸法確認し割付を行ってください。

　少なくなりますので、ｂ.ｃ.での施工を推奨します。

＊破風板が厚い場合（51mm以上）や袖瓦下にサイディングボードを差し込む場合は袖瓦と桟瓦の重なりが

＊桁行方向は、桟瓦の働き幅306㎜（標準値）又は153㎜の倍数＋55㎜で決めてください。

【流れ方向】

＊野地寸法は、軒先280mm（瓦の出60mmの場合）＋働き長さの倍数＋20mm

　で決めてください。

＊働き長さの標準値は280㎜ですが、270～285㎜の調整が可能です。

　範囲内で流れの瓦割付ができます。

＊割付をしない場合は棟際の桟瓦を切断して調整して

　ください。

280
(27

0～
285

)
働き長さ

働き長さ

280
(27

0～
285

)（
働き長さ以下）
働き長さ

28060

20

軒先280
＋働き長さの倍数＋20

（
流

れ
寸

法
）

働
き

長
さ

の
倍
数

306（又は153）の倍数-20【半瓦を使用しない場合】

306（又は153）の倍数+20【半瓦を使用しない場合】

（
流

れ
寸

法
）

2
8
0
+
働

き
長

さ
の

倍
数

＋
3
0

306（又は153）の倍数

306306306 10306

（登り淀）
破風板

注意　破風板内々の寸法

306（又は153）の倍数+55【半瓦を使用する場合】

306（又は153）の倍数-55【半瓦を使用する場合】

破風板
（登り淀）

33

45

306又は153の倍数+55

ｂ.半瓦を使用しない場合

＊桁行方向は、桟瓦の働き幅306㎜（標準値）又は153㎜の倍数＋20㎜で決めてください。

＊ケラバ側の桟瓦は下図のように切断して使用してください。

注意　破風板内々の寸法

40

破風板 破風板
306又は153の倍数+20（登り淀） （登り淀）

10 306 306 306 306 10

33

切断

切断



軒先

野地板

鼻隠し

軒先メタル

現場調達

【参考】

瓦座の先端は

流れ壁捨水切

ケラバ捨水切

又は

軒先メタル

瓦座

１７

８．軒先の下地納まり

この部分に必ず水勾配を
付けてください。

（逆勾配にならないこと）

＊小動物の侵入を防ぐため、瓦座は端まで伸ばしてください。瓦座の端部はケラバ捨水切や流れ壁捨水

　切の形状に切り欠き、水が流れるスペースを確保してください。

端まで伸ばす

鼻隠しの立ち上げが瓦座となる場合は

現場状況に合わせた軒先メタルを準備

してください。

雨水が軒樋へ流れるように軒先メタル

に必ず水勾配を付けてください。

＊軒先の立ち上がりは40～45㎜です。（桟木の厚み15㎜の場合）

＊三角の瓦座を使用する場合は軒先メタル(73×60)を使用してください。

＊瓦座が角材の場合は軒先メタルＺを使用してください。

　軒先メタルＺは瓦座を取り付ける前に取り付けてください。

　縦桟用テープは瓦座の下に入れてください。

　瓦座が木材の場合は、瓦座前面に平板用軒先プラ面戸を取り付けてください。

＊緩勾配の場合は、角材の瓦座を推奨します。（三角の瓦座は水勾配が取り難くなるため。）

＊水抜き機能のない桟木及びルーフィングを使用する場合は、必ず縦桟用テープを使用してください。

野地板 野地板

軒先メタルＺ

軒先メタル(73×60)

縦桟用テープ 縦桟用テープ

改質アスファルトルーフィング
快適ロール　　　　　　

平板用軒先プラ面戸

瓦座

垂木 42×42又は43×43
ＰＳ樹脂瓦桟H40×W30

　　　「住宅工事仕様書」の内容：ルーフィングは、軒先水切り金物の上に重ね、両面接着防水テープで密着させる。

【注】上記納まりは、住宅金融支援機構の「住宅工事仕様書」の内容と異なりますので、注意してください。

瓦座 45×120

改質アスファルトルーフィング
快適ロール　　　　　　



35～50

改質アスファルトルーフィング
快適ロール

ケラバ捨水切登り淀

破風板 野地板

5
5

35～50

サイディングボードの厚み

下地桟

破風板

【サイディングボードを差し込む場合】

改質アスファルトルーフィング
快適ロール

破風板 野地板

ケラバ捨水切

5
5

＊袖の立ち上がりは55㎜です。（桟木の厚み15㎜の場合）

　以上確保するように注意してください。（桟木 15×30などを破風板に打つ。）

＊破風板にサイディングボードを差し込む場合は、破風板面と袖瓦取り付け面の間を、ボードの厚み

＊袖の立ち上がり材の幅は35～50㎜にしてください。

袖

１８

９．袖の下地納まり



又はコーキング

250㎜以上
かつ

雨押え上端より
50㎜以上

防水テープ

250㎜以上
かつ

50㎜以上
雨押え上端より

ルーフィングの張り方

＊ルーフィングは改質アスファルトルーフィング(ゴムアス系ルーフィング)以上又は快適ロールを使用

　してください。

【ルーフィングの留め付け方法】

＊重ね合わせ部に300mm程度の間隔（快適ロールは150mm以内）でタッカーを用いてステープル釘で留め

＊ステープル釘の打ち込み不良は漏水の可能性があるので注意してください。（ステープル釘の浮きは

　金槌等で打ち増し、のめり込みは防水テープで補修する。）

【各部のルーフィング張り方】

＊桁行き方向に横張りし、しわやゆるみが生じないように、隣接するルーフィングを下記の寸法で重ね

＊ピンホールが出来るおそれのある所や、施工中にルーフィングに破損があった場合はブチル、アクリ

　ル系の防水テープ（快適ロールは特性上ゴムアス系のテープは使用不可）で補強してください。破損

　が大きい場合は張り替えてください。

大棟芯から各々300mm以上の折り掛けとする

300
㎜以上

【平部】 【軒先】　※１

【壁際】 【谷】

流れ方向100mm以上、桁行方向300mm以上重ねる 瓦座の先端まで張る

隅棟芯から250mm以上の左右折り掛けとする

壁面に沿って250mm以上かつ雨押え上端より

50mm以上立ち上げる(目安は350mm程度)

隅棟芯

250㎜
以
上

250㎜以上

野地板

ルーフィング

軒先メタルＺ

瓦座の先端まで張る

固定位置

100㎜以上
重ねる

桁行方向
300㎜以上
重ねる

300㎜以上

野地板

流れ方向

（軒先一段目のルーフィングは雨仕舞いのため、横重ねを作ら

　ないよう１枚物での施工をお勧めします）

【大棟】　※２ 【隅棟】　※２

固定位置300㎜以内
（快適ロール150㎜以内）

谷芯

１枚物先張り

250㎜
以
上

250㎜以上

１枚物のルーフィングを先張りし、その上に

ルーフィングを左右に重ね合わせ、谷芯から

250mm以上のばす。

　ながら、順次棟の方へ張ってください。

　　　　　　　　「住宅工事仕様書」の内容：※１軒先においては、軒先水切り金物の上に重ね、両面接着防水テープで密着させる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※２むね部においては250mm以上の左右折り掛けとし、棟頂部から左右へ１枚物を増し張りする。

　付けてください。

１９

１０．下葺工事

【注】※１･２　住宅金融支援機構の「住宅工事仕様書」の内容と異なりますので、注意してください。



棟垂木桟木

交わる

隅棟芯

リブ付で棟垂木をしっかりと
リブ

固定できる棟金具です。

鶴弥オリジナル副資材です。

働
き
長
さ

棟垂木の取り付け

＊棟の芯を出し棟金具を910mmピッチにて取り （
乾
式
は
600mmピ

ッ
チ
推
奨
）

910mmピ
ッ
チ

大
棟
芯　付けてください。

910mmピッチ
＊乾式工法の場合は、棟金具はリブ付ＢＫ棟 （乾式は600mmピッチ推奨）

棟垂木
　金具を使用し、600mmピッチで取り付けるこ

　とを推奨します。
棟金具

隅
棟
芯

　なります。それぞれの工法のページに記載

　の設定で棟垂木を固定してください。

＊棟垂木を取り付け、棟金具に釘で固定して

　ください。

隅棟芯

縦桟、桟木の取り付け

＊差し棟工法では各屋根面の働き長さは同じにして、隅芯で桟木が交わる位置に施工してください。

リブ付ＢＫ棟金具

＊差し棟工法と三角冠工法で棟金具高さが異

２０

１１．桟葺き－１

＊ＰＳ樹脂瓦桟H15×W30を並べて取り付ける場 ＊縦桟は縦桟用テープを使用し、垂木位置にタッ

　合は、膨張に備えて10mm程度隙間を空けて取 　カーで取り付けてください。（水抜き機能の

　り付けてください。（ＰＳ樹脂瓦桟は水抜き 　ある桟木、ルーフィングを使用する場合は必

　機能があるため、縦桟の必要はありません。） 　要ありません。）

＊桟木は働き長さに合わせ垂木ごとに確実に釘 ＊桟木は、15×30㎜以上、材質・形状的に良質

　のものを選んでください。　で固定してください。

＊桟木は働き長さに合わせ垂木（縦桟）ごとに

　確実に釘で固定してください。

垂木ピッチ

※

ステンレスリング釘 45㎜以上

10mm程度

働
き
長
さ

ＰＳ樹脂瓦桟H15×W30

垂木（野地裏）

垂木ピッチ

縦桟用テープ

働
き
長
さ

垂木（野地裏）

桟木 15×30㎜以上

※エアーネイラーを使用して瓦桟木

　を留め付ける場合、テープ連結釘

　を使用してください。ワイヤー連

　釘は下葺き材に必要以上の穴を作

　るので使用しないでください。



桟葺き・軒先

アンダーロック

耐風Ｌ釘 L－３８

瓦座

軒先メタル

耐風Ｌ釘の施工ポイント

耐風Ｌ釘 Ｌ－３８を

打つときは、釘芯を

瓦側面に密着させる。

出寸法
60mm

２１

１１．桟葺き－２

＊軒先の桟瓦の出寸法は60mmを基本とします。

＊耐風Ｌ釘の固定箇所は、桟瓦の出寸法が60mm(75mm未満)の場合はアンダーラップのアンダーロック、

　75mm以上の場合はアンダーラップの水返しとしてください。

＊桟瓦は右から左へ施工してください。

右から左へ施工

　アンダーラップを瓦座に固定してください。

＊軒先の桟瓦は、ハイブリッドリング釘 Ｆ形用(※1)を使用し釘穴に２ヶ所と、耐風Ｌ釘Ｌ－３８で

ハイブリッドリング釘 Ｆ形用 ※1

桟瓦の出寸法60mmの場合(75mm未満)

アンダーロック

耐風Ｌ釘 L－３８

瓦座

耐
風
Ｌ
釘
の
固
定
箇
所

60mm

(75mm未満)

桟瓦の出寸法75mm以上の場合

アンダーラップ
の水返し

耐風Ｌ釘 L－３８

瓦座

75mm以上

出寸法

出寸法

桟葺き・平部

　　使用の場合は、同書の標準工法、試験データ等を参照してください。
※1 桟瓦の緊結用釘は｢瓦屋根標準設計・施工ガイドライン｣の仕様に準拠したステンレス製スクリュー回転止め加工釘は使用可能です。

＊軒先以外に使用する桟瓦は、下の桟瓦のハイパーアームにアンダーロックがかみ合わさるように

　し、桟葺き基準線とアンダーラップの左端が重なる位置に施工してください。

＊平部の釘打ちする桟瓦は右側（オーバーラップ側）の釘穴にハイブリッドリング釘Ｆ形用(※1)で

　固定してください。万一、右側の釘穴が使用できない場合（桟木の継ぎ目等）は、左側の釘穴を

　使用してください。

※3
・小さなカケ、キズ等の補修
　は細筆ペンキで行うと簡単
　です。
　対象色は確認してください。

かみ合わせる

オーバーラップ拡大図
アンダーロック

ハイパーアーム アンダーラップ

桟葺き基準線

＊大きなカケ等は差し替え、小さなカケ、キズ等はペンキを塗って補修してください。※2 ※3

ハイブリッドリング釘 Ｆ形用 ※1

＊平部の釘打ちは20.桟瓦釘打ち基準（p.49～51）を参照してください。
※2 ペンキの取り扱い上のご注意
・ペンキはタレないように、

　必要箇所のみ塗布すること。
・局部処理用です。広い部分
　には使用しないでください。

　(釉薬面とは違い補修用ペン
　キは経年変化により変色し

　ます。広い面積に使用する
　と違和感が生じます。）
・使用前に色が均一になる

　まで撹拌してください。
　(撹拌が不十分な場合､色違

　いの原因となります｡)



桟葺き・隅棟

＊隅棟際の桟瓦は、下の桟瓦に必ずのるように加工し、三角形の先端部30mm程切り落としてください。

＊棟垂木と桟瓦の隙間は、出来るだけ少なくしてください。

切り落とす 30

30

30

穴開け棟垂木

瓦用接着剤を、
アンダーラップ水返しの
端側に高さ10mm程度に打ち、
接着してください。

1
0
m
m
程
度

２２

１１．桟葺き－３

　ください。（特に小さい桟瓦は瓦用接着剤で接着してください。）

＊加工した半端の桟瓦は、レベルを調整し、釘又はホルマル被覆銅線又はステンレス線で取り付けて

ホルマル被覆銅線又はステンレス線

桟葺き・大棟

棟垂木 棟金具

桟木 ２段
ドリルにて穴開け

ハイパーアームを除去

すがり部で葺き縮めた場合又は棟際部桟瓦など、

ハイパーアームに掛からない場合はその部分の

ハイパーアーム金具
ハイパーアームを除去し、ハイパーアーム金具

にて補強してください。

ハイパーアームを除去

ハイブリッドリング釘

＊桟瓦を棟際まで施工してください。

＊棟際の桟瓦を１枚物で施工する場合は、その瓦のハイパーアームを除去してください。

＊棟際の桟瓦を半端瓦で施工する場合は、桟木を２段にするなどして高さを調整し、桟瓦にドリルにて

　釘穴を開け、釘で固定してください。

　　　　　Ｆ形用 ※1

　　使用の場合は、同書の標準工法、試験データ等を参照してください。
※1 桟瓦の緊結用釘は｢瓦屋根標準設計・施工ガイドライン｣の仕様に準拠したステンレス製スクリュー回転止め加工釘は使用可能です。



違い棟部のケラバ捨水切の施工

捨水切・桟葺き

EPDMシーラー15×15

２重貼りにする

15
mm
程
度
出
す

ケラバ捨水切

破風板又は登り淀

頭
か
ら
尻
部
ま
で
貼
る

33
0m
m程

度

２３

＊袖際にはケラバ捨水切を使用してください。

＊ケラバ捨水切の軒先先端は野地より15mm程度出してください。

＊瓦座の端部は、小動物の侵入を防ぐため、ケラバ捨水切形状に切り欠くなどして、水が流れるスペー

　ス以外はふたをしてください。

＊袖部が桟瓦の低い位置で納まる場合はEPDMシーラーを２重貼りにしてください。

水が流れるスペース以外は
ふたをしてください。

１２．袖の納まり－１

瓦座を切り欠き、端部まで伸ばす

＊違い棟部のケラバ捨水切の先端は、軒先まで施工するか、桟瓦上に出すように加工してください。

ケラバ
大棟

軒先

瓦座を

切り欠く

ケラバ捨水切を加工し軒先まで施工してください。

ケラバ

大棟

曲げる

大棟

ケラバ

60mm

ケラバ捨水切

ケラバ捨水切 ケラバ捨水切

水勾配を付ける
よう、折り曲げる

軒先メタル

瓦座

ケラバ捨水切の先端は瓦上に60mm程度出し、重ねる瓦の下に隠してください。

重ねる瓦に当らない

＊桟瓦の上にEPDMシーラー15×15を330mm程度に切って、瓦１枚毎に頭から尻部まで貼ってください。

加工

加工



２４

１２．袖の納まり－２

袖瓦取り付け

○ × ×

【トライＲＳワイド袖】

＊側面はパッキン付ステンレスねじ50mmで２ヶ所、上面はパッキン付ステンレスねじ75mm１ヶ所で固定

してください。

＊軒先には角を使用し、棟際の桟瓦を１枚物で施工した場合は寸長袖を使用してください。

角の取り付けは捨てビス又は下地桟を取り付け下地調整を行ってください。

＊上面は２箇所の隠し穴となっている為、登り淀・破風板に固定できる位置を選択し使用してください。

　（下図参照）

＊ＲＳワイド袖はレインキャッチャーを雨水が伝わり雨だれを軽減します。そのため、通りに注意して

　大きな段差、隙間がないように取り付けてください。

　（大きな段差等があると、その部分で雨水の流れが切れ、雨だれが発生するおそれがあります。）

【側面側の隠し穴を使用する場合】

パッキン付ステンレスねじ75mm

（側面側の隠し穴を使用）
登り淀H55×W35

パッキン付

ステンレスねじ50mm

パッキン付

ステンレスねじ50mm

野地板

化粧破風

33

【桟瓦側の隠し穴を使用する場合】

パッキン付ステンレスねじ75mm

（桟瓦側の隠し穴を使用）
破風板W35

スペーサーH45×W20

パッキン付

ステンレスねじ50mm

パッキン付

ステンレスねじ50mm

化粧破風
野地板

破風板

35 18

側面の通りに注意

レインキャッチャー

パッキン付ステンレスねじ75mm

パッキン付ステンレスねじ50mm

トライＲＳワイド袖右

段差、隙間に注意する

トライＲＳワイド角右

軒樋を角瓦の外側まで施工

上面の通りを揃える

＊確実に軒樋に流し込みたい場合は、軒樋を角瓦の外側まで施工してください。

＜下地調整＞

捨てビス

リフォームで軒樋と角瓦が干渉する場合は、

軒樋を必要最小限加工してください。

又は

下地桟

トライＲＳワイド角右

軒樋の加工



袖瓦取り付け

＊袖瓦は側面よりパッキン付ステンレスねじ50mmで２ヶ所、上面よりパッキン付ステンレスねじ75mm

　１ヶ所で固定してください。

＊トライＲＳ袖瓦はレインキャッチャーを雨水が伝わり雨だれを軽減します。そのため、通りに注意し

　て大きな段差、隙間がないように取り付けてください。（大きな段差等があると、その部分で雨水の

　流れが切れ、雨だれが発生するおそれがあります。）

パッキン付ステンレスねじ75mm

パッキン付ステンレスねじ50mm

レインキャッチャー

トライＲＳ袖の場合は、

段差、隙間に注意する

トライＲＳ袖の場合は必ず

軒樋を角瓦の外側まで施工

【トライ兼用袖】

＊袖瓦は側面よりパッキン付ステンレスねじ 75㎜と50mmとで２ヶ所、上面よりパッキン付ねじ75mm

　１ヶ所で固定してください。

パッキン付ステンレスねじ75mm

パッキン付ステンレスねじ50mm

パッキン付ステンレスねじ75mm

ＥＰＤＭシーラー25×20

トライ兼用袖は、破風下から見上げたときに、隙間が出来やすいため、

ＥＰＤＭシーラー25×20を貼ることを推奨します。

ケラバ捨水切トライＲＳ袖瓦右

35

トライＲＳ角右

ケラバ捨水切

トライ兼用袖

45

兼用角は側面に下地桟を

取付け袖との通りをそろ

えてください。

トライ兼用角

下地桟

＊軒先には角瓦を使用し、棟際の桟瓦を１枚物で施工した場合は寸長袖瓦を使用してください。

＊軒先には角瓦を使用し、棟際の桟瓦を１枚物で施工した場合は寸長袖瓦を使用してください。

２５

１２．袖の納まり－３

【トライＲＳ袖瓦】

＊トライＲＳ袖瓦は軒樋を必ず角瓦の外側まで施工し、袖瓦を伝わる雨水が軒樋に入るようにしてくだ

　さい。



２６

１２．袖の納まり－４

すがり部の納まり

＊軒先メタルとケラバ捨水切の端部は折り曲げて立ち上がりを作ってください。

＊すがり部は図のように防水テープを貼り付けてください。すがり部の最上段は寸長袖瓦を使用し、

　ださい。

＊小動物の侵入を防ぐため、袖瓦と軒先の間に大きな隙間が出来ないよう注意してください。

＊桟瓦の働き長さより小さく葺き縮める場合、袖瓦の加工が必要な場合があります。（下表参照）

＊桟瓦の働き長さが259mm以下の場合、袖瓦は桟瓦に合わせて切断し、切断面の端部はペンキで塗装

　してください。また、袖瓦切断の際に釘穴が使用できなくなる場合は、新たにドリルにて釘穴を

　開けてください。

切断

ドリル ドリルにて働
き
長
さ
（
葺
き
縮
め
）

釘穴開け

瓦用接着剤

大きな隙間が

出来ないよう

注意する

桟瓦の働き長さ
【袖瓦 働き長さ別 袖瓦種類 加工方法

260 265 270 275 280 285
　　　加工要否表】

働
き
長
さ
に
合
わ
せ

切
断
加
工
必
要

施
工
不
可

トライＲＳワイド袖 尻部の側面の
加工必要 標準施工

トライＲＳ袖瓦 干渉部を削る

トライ兼用袖 標準施工

桟瓦働き長さ 200～259㎜ 260～264㎜
【袖瓦 働き長さ別

　　　　加工方法】

尻部の側面の
干渉部を削る

加工方法 (目安2mm程度)

【軒先メタル】

働き長さ 280mm

瓦座

5mm
30mm

桟木 軒先メタル

折り曲げて立ち上げる

ケラバ捨水切

折り曲げて立ち上げる
立ち上げ

登り淀

袖瓦

切断面の端部は

ペンキを塗る

軒先に合わせ

寸長袖瓦

防水テープ

折り曲げ

切断
立ち上げ

　軒先と干渉する部分を加工し、施工してください。袖瓦と桟瓦の隙間を瓦用接着剤で処理してく

加工



１２．袖の納まり－５

巴部の納まり【トライＲＳワイド袖】

巴部の納まり【トライＲＳ袖瓦・トライ兼用袖】

２７

＊Ｆ１巴(150)又はＦ２巴(150)を使用し、パッキン付ステンレスねじ75mm２本で固定してください。

＊Ｆ２巴の場合、反対側はＦ２冠のタマブチを切断し、内側をえぐり、Ｆ２巴のタマブチが入るよう

　加工してください。

＊棟際の桟瓦を半端瓦で施工する場合は、巴蓋と袖瓦の側面に隙間が発生しないよう、袖瓦のレインキャ

＊反対側のＦ２巴は、Ｆ２冠瓦のタマブチを切断し、内側をえぐり、Ｆ２巴のタマブチが入るよう施工

　してください。 【Ｆ２巴の加工方法】
タマブチが入るようにえぐる＊切断した冠瓦（Ｆ２冠瓦の切断面はペンキを

大棟の長さに合わせて　塗る）はパッキン付ステンレスねじ75mm１本で
切断し､ペンキを塗る

　固定してください。

Ｆ２巴 Ｆ２冠瓦 Ｆ２巴【トライＲＳワイド袖】

パッキン付ステンレスねじ75㎜１本

パッキン付ステンレスねじ75㎜２本 瓦用接着剤処理

Ｆ１冠瓦
又は
Ｆ２冠瓦 【棟際の桟瓦が１枚物】 【棟際の桟瓦が半端物】

Ｆ１巴紐付(150)､
Ｆ１巴紐無(150）
又はＦ２巴(150）

トライＲＳ トライＲＳ巴にあたる
ワイド寸長袖 ワイド袖部分がない

＊巴はパッキン付ステンレスねじ75mm２本で固定してくだ 【トライＲＳ袖瓦】
パッキン付ステンレスねじ75㎜１本　さい。

パッキン付ステンレス
ねじ75㎜２本＊トライＲＳ袖瓦、トライ袖瓦の場合は150の表示のある

トライＲＳ袖瓦　巴を使用してください。

＊トライ兼用袖の場合は125の表示のある巴を使用してく
Ｆ１冠瓦

　ださい。 又は
Ｆ２冠瓦＊トライＲＳ袖瓦の場合、巴蓋と袖瓦の側面に隙間が発生

＊反対側のＦ２巴は、Ｆ２冠瓦のタマブチを切断し、内側

　をえぐり、Ｆ２巴のタマブチが入るよう施工してください。

＊切断した冠瓦（Ｆ２冠瓦の切断面はペンキを塗る）は
【トライ兼用袖】

　パッキン付ステンレスねじ75mm１本で固定してください。 パッキン付ステンレスねじ75㎜１本

パッキン付ステンレス
ねじ75㎜２本【Ｆ２巴の加工方法】

タマブチが入るようにえぐる
トライ兼用袖

大棟の長さに合わせて
切断し､ペンキを塗る

Ｆ１冠瓦
又は

Ｆ２巴 Ｆ２冠瓦 Ｆ２巴 Ｆ２冠瓦

瓦用接着剤処理

Ｆ１巴紐付(150)､
Ｆ１巴紐無(150）
又はＦ２巴(150）

Ｆ１巴紐付(125)､
Ｆ１巴紐無(125）
又はＦ２巴(125）

　ください。

＊棟際の桟瓦を１枚物で施工する場合は、寸長袖瓦のレインキャッチャー部を加工しないで取り付けて

　ッチャー部を加工して取り付けてください。

加工

　てください。

　しないよう、レインキャッチャー部を加工して取り付け

切断して釘穴が使用できなく
なる場合は､新たにドリルで
釘穴を開けてください。

切断して釘穴が使用できなく
なる場合は､新たにドリルで
釘穴を開けてください。

レイン
キャッチャー

加工して
ペンキを塗る

切断



下地桟

棟垂木

２．ハンマー等で棟垂木形状に曲げてください。

３．金具を野地に釘で固定してください。

　　釘で固定してください。

１．金具中心の釘穴と棟垂木中心を合わせ

棟垂木

下地桟の取り付けについて

ＢＫ棟金具０（ベルト）

ＢＫ棟金具０（ベルト）の使用方法

＊隅棟の棟垂木先端に下地桟を取り付けてくだ

　さい。

（差し棟カッポンの高さを調整するためです。）

桟木の施工

＊差し棟工法では各屋根面の働き長さは同じにして、隅芯で桟木が交わる位置に施工してください。

１３．差し棟工法－１

棟垂木の取り付け

棟垂木桟木

交わる

隅棟芯
働
き
長
さ

[大棟部]

120㎜ （乾式は600㎜ピッチ推奨）
910㎜ピッチ

棟金具

　棟金具に固定してください。

[隅棟部]

＊棟垂木は、大棟の端部より120㎜出して、

棟垂木

桟木

棟垂木

瓦座

タイプⅢ　ＢＫ棟金具０（ベルト）

タイプⅠ　棟金具 ２０

棟金具設定高さ タイプⅠ

タイプⅢ ４０

４０･５０

＊棟芯に棟金具を910㎜ピッチで取り付けてくださ

　い。

＊乾式工法の場合は、棟金具はリブ付ＢＫ棟金具

　を使用し、600mmピッチで取り付けることを推奨

　します。

＊隅棟の芯を出し、棟芯に棟垂木を合わせてください。

＊棟垂木の先端は、軒先の瓦座面で合わせてください。

＊タイプⅠの場合、棟垂木の取り付けは棟金具２０を

　使用し、棟芯に910㎜ピッチで取り付けてください。

　乾式工法の場合は、棟金具はリブ付ＢＫ棟金具を

　使用し、600mmピッチで取り付けることを推奨しま

　す。

＊タイプⅢの場合、棟垂木の取り付けはＢＫ棟金具０

　（ベルト）を使用し、910㎜ピッチで取り付けてく

　ださい。

（
タ
イ
プ
Ⅰ
の
乾
式
は
60
0㎜

ピ
ッ
チ
推
奨
）

91
0㎜

ピ
ッ
チ

＊桟木の詳しい取り付け方は「縦桟、桟木の取り付け（p.20）」を参照してください。

２８



トライ寸長差し棟

[タイプⅠ]

[タイプⅢ]

棟垂木

防水テープ175×500

快適ロール
改質アスファルトルーフィング

桟木 15×30

棟垂木 42×42（注）

棟金具 ２０
トライ差し棟

パッキン付ステンレスねじ（前部100mm、後部75mm）

注）
タイプⅠで6寸勾配の場合は
差し棟と桟瓦の隙間を考慮
して棟垂木を10mm低いもの
を使用するなどして､高さ
調整してください。

快適ロール
改質アスファルトルーフィング

桟木 15×30

パッキン付ステンレスねじ（前部100mm、後部75mm）

トライ差し棟

防水テープ150×500

棟垂木 42×42

EPDMシーラー25×20

EPDMシーラー25×20

棟金具０（ベルト）

１３．差し棟工法－２

隅棟・桟瓦防水

棟垂木

トライ差し棟
EPDMシーラー25×20

トライ差し棟カッポン

後部　パッキン付ステンレスねじ75mm

前部　パッキン付ステンレスねじ100mm

  この際、防水テープは次の段の桟瓦を上げ、100mm程度

　重ねてください。

＊防水テープの端部にEPDMシーラー25×20を貼ってくだ

　さい。

＊軒先にはトライ差し棟カッポンを使用してください。

＊トライ差し棟（カッポン）を、パッキン付ステンレス

　ねじ２本(前部100mm、後部75mm)で固定してください。

防水テープ

防水テープ設定

タイプⅠ 175×500

タイプⅢ 150×500

＊防水テープが付きにくくなるため、施工前に必ず桟瓦表面のほこり、瓦粉、水分（雨水・霜）を

　ふき取ってください。

　（棟際の桟瓦を１枚物で施工した場合には、トライ寸長差し棟を使用します。）

＊隅棟部の桟瓦に防水テープ（タイプⅠ175×500、タイプⅢ150×500）を一段毎に貼ってください。

２９

＊棟芯部のトライ差し棟は、大棟の棟垂木に密着するように切断してください。

切断



１３．差し棟工法－３

３０

大棟の納まり

防水テープの先端は１）防水テープとEPDMシーラーの施工
100mm程度残して切断。

＊防水テープが付きにくくなるため、施工前に必ず 先端に切れ目を入れ、
しっかりと密着させる防水テープ240×18m　桟瓦表面のほこり、瓦粉、水分（雨水・霜）を

　ふき取ってください。

＊桟瓦の上から防水テープ240×18mを貼ってくださ

　い。

＊防水テープは棟垂木の先端より100mm程度長く残

EPDMシーラー25×20　して貼り付けてください。テープの先端中央に切

　れ目を入れて貼り付けると棟端部の密着性が良く

　なります。

＊防水テープの端部にEPDMシーラー25×20を貼って

　ください。高さが足りない場合は２重貼りしてく

　ださい。

パッキン付ステンレスねじ 75㎜ １本

パッキン付ステンレスねじ２）冠瓦の取り付け
75㎜ ２本

＊Ｆ２冠瓦を通りに注意して棟垂木上に並べ、

　パッキン付ステンレスねじ75mm１本で固定し

　てください。
Ｆ２冠瓦

＊切断したＦ２冠瓦は切断面をペンキで塗り、
トライ寄棟止

　パッキン付ステンレスねじ75mm１本で固定し （差し棟用）

差し棟と寄棟止の合わせ部は　てください。
瓦用接着剤で処理

＊大棟部端部にはトライ寄棟止（差し棟用）を

　使用し、パッキン付ステンレスねじ75mm２本

　で固定してください。

＊反対側のトライ寄棟止は、Ｆ２冠瓦のタマブチを切断し、内側をえぐり、トライ寄棟止の

　タマブチが入るように施工してください。

トライ寄棟止（差し棟用）タマブチが入るようにえぐる切断して釘穴が使用
Ｆ２冠瓦 Ｆ２巴できなくなる場合は､

大棟の長さに合わせて
新たにドリルで釘穴を トライ寸長差し棟切断し､ペンキを塗る
開けてください。

トライ寄棟止 トライ寄棟止 トライ差し棟
Ｆ２冠瓦（差し棟用） （差し棟用）

トライ差し棟カッポン

瓦用接着剤処理

パッキン付ステンレスねじ 75㎜

棟垂木 42×42
防水テープ 240×18m

棟金具

Ｆ２冠瓦 EPDMシーラー25×20

棟金具設定高さ

タイプⅠ ４０･５０

タイプⅢ ４０



方形屋根棟頂部納まり

１３．差し棟工法－４

　差し棟を切り合わせて施工してください。

＊トライ差し棟四ツ又の推奨勾配は4～5寸です。勾配が合わない場合は、トライ差し棟、又はトライ寸長

防水テープ

トライ差し棟カッポン

３１

１）棟頂部差し棟の加工

＊方形屋根の場合は屋根頂部のトライ差し棟又は

　トライ寸長差し棟を切断してください。

トライ差し棟
又はトライ寸長差し棟

２）下地桟の取り付け

＊切り合わせた差し棟が300㎜以下のときは、桟木を切断したものをトライ差し棟四ツ又の釘穴位置に

　取り付けてください。（差し棟が300㎜以上のときは不要です。）

＊タイプⅠの場合は棟垂木に取り付けてください。

＊タイプⅢの場合は棟垂木上に下地桟（桟木など）を取り付け、その上に桟木を切断したものを取り

　付けてください。

[タイプⅠ] [タイプⅢ]

＊差し棟が300mm以上の場合も下地桟（桟木など）は

　取り付けてください。

パッキン付ステンレス
ねじ100㎜

トライ差し棟四ツ又

300
㎜以下

300
mm以

下

下地桟（桟木など）

棟垂木 棟垂木

３）トライ差し棟四ツ又の取り付け

＊切り合わせたトライ差し棟に防水テープを貼り、トライ差し棟四ツ又を置き、ドリルを使って下の

　トライ差し棟に穴を開け、パッキン付ステンレスねじ100㎜４本で固定してください。

パッキン付ステンレスねじ100mm

トライ差し棟四ツ又
ドリルで穴開け

トライ差し棟

したもの
桟木を切断 桟木を切断

したもの



＊棟の芯を出し棟金具を910mmピッチにて取り

　付けてください。

＊乾式工法の場合は、棟金具はリブ付ＢＫ棟

　金具を使用し、600mmピッチで取り付けるこ

　とを推奨します。

＊棟金具の設定高さは使用する冠瓦に合わせ、

　右表のものを使用してください。

＊棟垂木を取り付け、棟金具に釘で固定して

　ください。

面戸材の施工

【湿式】　　　　＊棟芯にシリコン入南蛮しっくいを入れてください。この際冠瓦の幅より30mm程度ひかえてく

　　　　　ださい。

【乾式】

冠瓦の取り付け

　　　　　さい。

棟垂木の取り付け

１４．三角冠工法－１

（
乾
式
は
600mmピ

ッ
チ
推
奨
）

910mmピ
ッ
チ

910mmピッチ
（乾式は600mmピッチ推奨）

棟垂木

棟金具

隅
棟
芯

隅棟芯

大
棟
芯 Ｆ２冠瓦

Ｆ１冠瓦

60

80

隅棟大棟

寄棟

60

40

半端物

40

30

１枚物

切妻（棟際桟瓦）棟金具設定高さ

リブ付で棟垂木をしっかりと
リブ

固定できる棟金具です。

鶴弥オリジナル副資材です。

リブ付ＢＫ棟金具

40

50･60

（垂木42×42の場合）

３２

　　　　＊フリーエアーロールを施工します。１４.三角冠工法－３，４（p.34.35）を参照してくだ

＊隅棟は、軒先にカッポンを取り付け、以後は冠瓦を取り付けてください。

＊大棟は、冠瓦を取り付け、隅棟との接合部は三ツ又を取り付けてください。

＊冠瓦はパッキン付ステンレスねじ75mm１本で固定してください。

＊カッポンはパッキン付ステンレスねじ75mm２本で、三ツ又はパッキン付ステンレスねじ75mm３本で

　固定してください。棟部の役瓦は下表を参照にパッキン付ステンレスねじ75mmで固定してください。

＊Ｆ２三ツ又、Ｆ２四ツ又の勾配が合わない場合は、Ｆ２冠瓦を切り合わせて施工してください。

推奨勾配　4寸～5寸

イメージ
（図はＦ１）

（図はＦ１）

イメージ

本　数

瓦名称
Ｆ２菱巴右・左
Ｆ１菱巴右・左

２本

Ｆ２曲り
Ｆ１曲り

２本

Ｆ２四ツ又
Ｆ１四ツ又

４本

推奨勾配　4寸～5寸

棟部に使用する瓦のパッキン付ステンレスねじ75mmの取り付け本数　

瓦名称

１本

Ｆ１冠瓦
Ｆ２冠瓦

本　数

Ｆ１カッポン
Ｆ２カッポン

２本 ３本

Ｆ２三ツ又
Ｆ１巴紐付･紐無

Ｆ２巴

２本

Ｆ１三ツ又

＊切断した冠瓦(Ｆ２冠瓦の切断面はペンキを塗る)はパッキン付ステンレスねじ75mm１本で固定して

　ください。



Ｆ１冠瓦（※Ｆ２冠瓦）

冠瓦の取り付け

[タイプⅠ・タイプⅢ]

Ｆ１冠瓦 Ｆ１三ツ又

Ｆ１冠瓦

Ｆ１カッポン

スーパートライＦ１桟瓦又はスーパートライＦ３桟瓦

[タイプⅢ]
Ｆ２冠瓦 Ｆ２三ツ又

Ｆ２冠瓦

Ｆ２カッポン

スーパートライＦ３桟瓦

[湿式・隅棟] [湿式・大棟]

[乾式・隅棟] [乾式・大棟]

(20)

パッキン付ステンレス

ねじ 75mm

Ｆ１冠瓦（※Ｆ２冠瓦）

（スーパートライＦ３桟瓦）

スーパートライＦ１桟瓦

棟垂木 42×42

シリコン入南蛮しっくい

Ｆ１冠瓦

Ｆ２冠瓦

80

60

棟金具

改質アスファルトルーフィング

（快適ロール）
野地板

パッキン付ステンレス

ねじ 75mm

Ｆ１冠瓦（※Ｆ２冠瓦）

（スーパートライＦ３桟瓦）

スーパートライＦ１桟瓦

棟垂木 42×42

Ｆ１冠瓦

Ｆ２冠瓦

80

60

棟金具設定高さ棟金具

改質アスファルトルーフィング

（快適ロール）
野地板

改質アスファルトルーフィング

（快適ロール）
野地板

パッキン付ステンレス

Ｆ１冠瓦（※Ｆ２冠瓦）

(20)

棟垂木 42×42

シリコン入南蛮しっくい

棟金具

ねじ 75mm

改質アスファルトルーフィング

（快適ロール）
野地板

パッキン付ステンレス
棟垂木 42×42ねじ 75mm

棟金具
フリーエアーロール

フリーエアーロール

(20)

Ｘ1

Ｘ1

Ｘ2

Ｘ2

Ｘ3
Ｘ3

隅棟(Ｘ1)　高さ（mm）

Ｆ１冠瓦 Ｆ２冠瓦

大棟(Ｘ2)　高さ（mm）

Ｆ１冠瓦 Ｆ２冠瓦

110～130

(+20)

施工時の瓦の厚み(Ｘ3)（mm）

タイプⅠ タイプⅢ

ルーフィングの上から
（桟木15mm、縦桟2mmの場合）

※スーパートライ110タイプⅢの時のみ

Ｘ3

Ｘ3

１４．三角冠工法－２

150(+20) 153
123～143

75 78

30 30

棟金具設定高さ

前頁参照
棟金具設定高さ

棟金具設定高さ
前頁参照

３３

(20)

＜切断した冠瓦の加工＞

切断して釘穴が使用
できなくなる場合は､
新たにドリルで釘穴を
開けてください。

Ｆ１冠瓦又はＦ２冠瓦

ド
リ
ル

Ｆ２冠瓦のみ

大棟の長さに合わせて
切断し､ペンキを塗る

タマブチが入るように
えぐる



＊ブチルテープが付きにくくなるため、施工

　前に必ず桟瓦表面のほこり、瓦粉、水分

　（雨水・霜）をふき取ってください。

フリーエアーロールの特徴・貼り付け時の注意

＊フリーエアーロールは折りたたみ部分を広げると、最大幅340mmになります。

棟芯

棟垂木
軒から棟へ

目安線 60mm

フリーアーロール

棟金具

予め、ほこり・瓦粉・水分
をふき取る

剥離紙　

【表面の印刷】

フリーエアーロール
通気性乾式棟面戸シート

棟隅棟の場合、矢印を棟頂部に向けて施工軒 4
5
mm

中央のブチルテープ…棟垂木への固定用

両端のブチルテープ…瓦へ貼る用

中央線

＊隅棟は軒から棟に向かって施工してください。（表面

　に印刷されている矢印を棟に向けて施工します。）

＊中央のブチルテープを棟垂木に貼り付けてください。

（表面の印刷は点線が中央線、実線が45mm幅です。

　この線を目安として棟垂木に貼り付けてください。）

＊フリーエアーロールを棟垂木や瓦形状に馴染ませなが

　ら、両端のブチルテープを目安線に合わせ、確実に瓦

　に貼り付けてください。（防水のため、隙間が出来な

　いように注意してください。）

　てください。

＊フリーエアーロールのジョイント部は100 mm以上重ね

＊フリーエアーロールは隅棟から大棟の順に施工してく

　ださい。

桟瓦 目安線

両端のブチルテープを貼り付け
中央のブチルテープを貼り付け

棟垂木

隅棟：軒から棟へ施工

60mm 60mm

　しっかりと瓦になじませ、瓦の段差や凸凹に隙間ができないようにしてください。

＊フリーエアーロールのプリーツ（折りひだ）は伸縮します。指圧やヘラやローラーを使用し、

瓦の段差

 プリーツ（ひだ）
目安線に端を合せて貼る

折たたみ部分

広げる
340mm

220mm

重ねは100mm以上　

プリーツを伸ばし、
指圧で瓦に密着させる

ローラーやヘラ（先端
が尖っていないもの）
を使用すると確実に
迅速に施工できます。

フリーエアーロールの施工準備

フリーエアーロールの取り付け方法

１４．三角冠工法－３

＊冠瓦からフリーエアーロールがはみ出さな

　いよう、棟垂木から60mmの位置に目安線を

　引いてください。

３４



１４．三角冠工法－４

３５

フリーエアーロールの各部の取り付け

隅棟先端 曲り・三ツ又

＊棟垂木先端より150mm程度長く残してください。 ＊隅棟施工後に大棟を施工してください。

＊先端は小口をふさぐようになじませながら、 ＊各方向から来るフリーエアーロールはそれぞれ

　両端のブチルテープを瓦裏面まで貼り付けて 　曲り部・三ツ又部を越えたところの、目安線ま

　ください。 　で貼り付けてください。

大棟 目安線までしっかりと施工

②
①

隅棟

①

フリーエアーロール

1
5
0
m
m

隅棟 棟垂木より150mm出す

両端のブチルを瓦裏面までしっかりと貼る フリーエアーロール

（小動物の侵入防止）

巴

＊フリーエアーロールは袖瓦施工後に施工してくだ

　さい。

＊棟垂木先端より150mm程度長く残してください。

＊袖瓦の小口をふさぐようになじませながら、両端

　のブチルテープを瓦裏面まで貼り付けてください。

両端のブチルを袖瓦へ巻く

（小動物の侵入防止）

棟違い（切妻）

＊登り淀外端から水上側で300mm、水下側で100mm程度残し、斜めに切断してください。

＊残した部分を棟垂木や瓦になじませながら貼り付けてください。このとき、水上側のブチルテープは

　小口をふさぐように、水下側へ折り曲げて隙間なく瓦に貼り付けてください。

ケラバ端 ケラバ端

登り淀 フリーエアーロール水上側
300mm

大棟芯 大棟芯

両端のブチルを利用して、水下側100mm
小口を塞ぐ

Ｐ－換との取り合い

＊Ｐ－換のＦ形用カバーと20mm程度重なるよう貼り付

防水テープも利用可　けてください。

＊Ｆ形用カバーとフリーエアーロールの隙間を埋める
EPDMシーラーで隙間を埋める

　ために、フリーエアーロール端から100mm程度EPDM

20㎜　シーラー25×20を取り付けるか、防水テープを貼り

　付けてください。

100
mm

Ｐ－換のＦ形用カバー

フリーエアーロール

斜めに切断



谷樋の先端は樋の中に入る

広げる

100mm

谷樋
谷樋

［谷樋　重なり部］［谷樋　軒先部］

75
㎜

ステンレス線

谷芯

瓦用接着剤

150

75

谷部

ｽﾃﾝﾚｽｽｸﾘｭｰ釘 

谷樋 

穴開け

ルーフィング１枚物先張り

ルーフィング
(左右重ね合わせ、谷芯から250㎜以上のばす)

２重貼り
EPDMシーラー25×20 

桟木 

＊谷樋固定用の桟木を施工し、谷樋をステンレススクリュー釘で固定してください。

＊桟瓦は谷芯から75㎜の位置で切断し、施工してください。

＊桟瓦の切断面はペンキを塗ってください。

＊棟際の１段は、桟瓦を谷芯で切り合わせて施工してください。

棟芯

谷芯

谷芯で切り合わす

桟瓦

棟芯

［棟際］

２重貼り

１５．谷の納まり

＊谷樋の軒先部分は樋の中に入るように加工し、重なり部は100㎜重ね瓦用接着剤で処理してください。

瓦用接着剤

EPDMシーラー25×20

EPDMシーラー 25×20　２重貼り

谷樋

ステンレススクリュー釘

重なり部は瓦用接着剤で
処理してください

ように加工してください

＊EPDMシーラー25×20を谷樋上に、軒から谷頂部まで２重貼りしてください。

＊切断した桟瓦は釘で固定してください。釘で固定できない小さな桟瓦は、ホルマル被覆銅線又は

　ステンレス線で緊結し、瓦用接着剤で固定してください。

軒から谷頂部まで

ホルマル被覆銅線又は

３６

谷芯

ペンキ



＊トライ片流巴には、右・左がありますので注意して使用してください。

　冠、巴は下記図のように配置してください。

＊トライ片流巴は切欠がありません。袖瓦を差し込む部分は現場で切り欠いて使用してください。

製品について

＊トライ片流巴右は、紐付・タマブチ付の２種類です。トライ片流巴左は１種類で両仕様に使用します。

〈トライ片流冠（紐付）仕様〉 〈トライ片流冠（タマブチ付）仕様〉

１６．片流の納まり（使用上の注意）－１

３７

トライ片流冠（紐付）

トライ片流巴右（紐付） トライ片流巴右(タマブチ付)

トライ片流冠（タマブチ付）

トライ片流巴左

袖瓦を差し込む部分は切り欠く

トライ片流巴左

袖瓦を差し込む部分は切り欠く

化粧破風との重なりについて

＊破風板の立ち上がりがある場合、化粧破風の取付位置を調整することで、トライ片流冠と化粧破風に

　重なりが出来るように施工が出来ます。

＊破風板の上端（又は高さ調整用の桟木等）から化粧破風の上端までの寸法が、トライ片流冠の内寸

　（紐付：123、タマブチ付：111）未満となるように、化粧破風の取付位置の検討を行ってください。

　重なりは状況に応じて決定してください。

＊破風板の立ち上がりがない場合、片流用ＢＫ棟金具を使用し、カバー鋼板（現地調達）の取り付けを

　推奨します。

＊カバー鋼板に重なるように化粧破風の取付位置の検討を行ってください。重なりは状況に応じて決定

　してください。

＊緩勾配の場合、冠と化粧破風の重なりが少なくなります。下地が露出しないように注意してください。

【破風板立ち上がりがない場合】【破風板立ち上がりがある場合】

化粧破風

 (タマブチ付)

(トライ片流冠(紐付))

トライ片流冠

カバー鋼板

片流用ＢＫ棟金具

 (タマブチ付))
(トライ片流冠

トライ片流冠の内寸

（タマブチ付：111）

　紐付：123

トライ片流冠の

内寸未満にする。

破風板

化粧破風

トライ片流冠（紐付）

この寸法を

カバー鋼板参考図

100

65.8ﾟ 70

5

（現地調達）

※4.5寸勾配の一例



３８

下地高さ・形状について

＊下地高さ・形状は、下図を参考にしてください。

【破風板立ち上がりがある場合】

【破風板立ち上がりがない場合】

半端物

１枚物

半端物

１枚物

3寸 3.5寸 4寸 5～6寸 7～8寸

屋根勾配

トライ片流冠
（紐付）

トライ片流冠
（タマブチ付）

【棟金具高さ】
（棟垂木42×42の場合）

片流冠 桟瓦

桟木15mm
４０＋ ４０

３０３０

４０

桟木15mm
４０＋

２０

３０

３０

４０

２０

３０

２０

トライ片流冠（紐付）：例）5寸勾配 トライ片流冠（タマブチ付）：例）5寸勾配

【破風板高さ】

90mm半端物

１枚物

半端物

１枚物
桟木15mm

桟木15mm

桟木15mm

桟木15mm

70mm＋

85mm＋

桟木15mm

桟木15mm
70mm＋

50mm＋70mm＋

85mm＋

60mm＋
桟木15mm

桟木15mm
80mm＋

3寸 3.5寸 4寸 5～6寸 7～8寸

100mm

115mm

95mm

110mm

90mm

110mm

80mm

100mm

70mm

屋根勾配

トライ片流冠
（紐付）

トライ片流冠
（タマブチ付）

桟瓦片流冠

30

トライ片流冠（紐付）

100
桟瓦：半端物

化粧破風の厚み
以上の下地材 18

トライ片流冠 (タマブチ付)
15

80桟瓦：半端物

ように取り付

けてください

桟木は、図の化粧破風の厚み
以上の下地材

１６．片流の納まり（下地について）－２

４０

トライ片流冠（タマブチ付）：例）5寸勾配トライ片流冠（タマブチ付）：例）3寸勾配

18

桟瓦：半端物

棟垂木 42×42

トライ片流冠 (タマブチ付)

片流用ＢＫ棟金具３０

紐付は
30mm

片流用ＢＫ棟金具４０

18 紐付は
30mm

桟瓦：半端物

棟垂木 42×42

トライ片流冠 (タマブチ付)

桟木 15×30

6 32

屋根勾配が緩くなる程、

重なりが少なくなります。

カバー鋼鈑（現地調達）

の取り付けを推奨します。



ＥＰＤＭシーラー25×20

タマブチ付の場合は、破風下から見上げたときに、タマブチ以外の箇所に

隙間が出来やすいため、ＥＰＤＭシーラーを貼ることを推奨します。

野地上端から

トライ片流冠

の最高高さ

又はシリコン入り南蛮しっくい
又はフリーエアーロール
防水テープ

（トライ片流冠（紐付））

カバー鋼板

トライ片流冠（タマブチ付）

パッキン付ステンレスねじ７５mm

＊乾式工法の場合は、片流用ＢＫ棟金具を600mmピッチ以内で取り付けることを推奨します。

＊片流用ＢＫ棟金具の場合は、カバー鋼板（現地調達）の取り付けを推奨します。

＊片流用ＢＫ棟金具は、600mmピッチ又は910mmピッチで、釘４本固定してください。

　施工してください。

＊棟金具高さは３種類です。状況に応じて異なりますので、前頁”下地高さ・形状について”を参考に

＊破風板立上がりの場合も、下地高さ、形状が状況に応じて異なります。前頁”下地高さ・形状につい

　て”を参考に施工してください。

片流部

カバー鋼板参考図

※4.5寸勾配の一例

（現地調達）

片流用ＢＫ棟金具（２０,３０,４０）

リブ

リブ付で棟垂木をしっかりと

固定できる棟金具です。

鶴弥オリジナル副資材です。 100

65.8ﾟ

5

70

片流用ＢＫ棟金具

釘４本固定（片足２本）

910mmピッチ

（乾式は600mmピッチ推奨）

トライ片流冠 トライ片流冠
（紐付） （タマブチ付）

桟瓦

１枚物

半端物

114mm

134mm 127mm

107mm

１枚物

半端物

102mm

112mm

92mm

102mm
片流用棟金具

破風板立ち上がり

下地

棟垂木 42×42

(＋EPDMシーラー25×20)

＊棟金具に棟垂木を釘で固定してください。

＊大棟と同様に、桟瓦の施工を行ってください。

＊乾式の場合は、ほこりや水分をふき取り、防水テープ（＋EPDMシーラー25×20）又はフリーエアー

　ロールを貼ってください。

＊湿式の場合はシリコン入り南蛮しっくいを入れてください。

＊棟の通りに注意して、トライ片流冠をパッキン付ステンレスねじ75mm １本で固定してください。

　（トライ片流巴はパッキン付ステンレスねじ75mm ２本で固定。）

１６．片流の納まり－３

野地上端からトライ片流冠の最高高さ（5寸勾配）

３９



流れ壁際

平行壁際

ステンレススクリュー釘32mm
釘頭は瓦用接着剤で処理

流れ壁捨水切

平行壁流れ壁メタル

平行壁流れ壁メタル

の
上
端
よ

り
5
0
m
m
以

上
平
行

壁
流
れ
壁
メ
タ
ル

の
上

端
よ

り
5
0
m
m
以

上

平行壁流れ壁メタル

平
行

壁
流

れ
壁

メ
タ

ル

[湿式の場合]

[乾式の場合]

ル
ー
フ
ィ
ン
グ
立
ち
上
げ
寸
法

（
目
安
は
3
5
0
m
m
程
度
）

ル
ー

フ
ィ

ン
グ

立
ち

上
げ

寸
法

（
目

安
は

3
5
0
m
m
程

度
）

ステンレススクリュー釘32mm

EPDM流れ壁用シーラー

ステンレススクリュー釘32mm

厚のし

シリコン入南蛮しっくい

流れ壁捨水切

流れ壁捨水切

ル
ー
フ
ィ
ン
グ
立
ち
上
げ
寸
法

（
目
安
は

3
5
0
m
m
程
度
）

[乾式の場合]

の
上
端
よ
り
5
0
m
m
以
上

平
行
壁
流
れ
壁
メ
タ
ル

平行壁流れ壁メタル

ステンレススクリュー釘32mm

EPDMシーラー25×20

平
行

壁
流

れ
壁

メ
タ

ル

[湿式の場合]

（
目

安
は

3
5
0
m
m
程

度
）

ル
ー

フ
ィ

ン
グ

立
ち

上
げ

寸
法

の
上

端
よ

り
5
0
m
m
以

上

平行壁流れ壁メタル

厚のし

ステンレススクリュー釘32mm

シリコン入南蛮しっくい

〃
〃

【壁際が半端瓦の場合】

桟木２段 ドリルにて穴開け

ハイブリッド
リング釘Ｆ形用

ステンレス
スクリュー釘32mm
釘頭は瓦用接着剤で処理

平行壁流れ壁メタル

250mm以上　かつ
平行壁流れ壁メタル
の上端より50mm以上
（目安は350mm程度）

ルーフィング立ち上げ

笠木15×90

笠木15×90

笠木15×90

笠木15×90

笠木15×90

笠木15×90

ハイパーアームを折る

より50mm以上（目安は350mm程度）
かつ 平行壁流れ壁メタルの上端
ルーフィング立ち上げ250mm以上

EPDMシーラー25×20

＊ルーフィングは壁面に沿って250mm以上かつ雨押え上端より

　50mm以上立ち上げてください。（目安は350mm程度）

　桟瓦にドリルにて穴を開け、釘で固定してください。

＊壁際の桟瓦のハイパーアームがあたる場合はハイパーアーム

　を除去してください。

＊桟瓦のホコリを払い、EPDMシーラー25×20を貼ってくださ

＊笠木を取り付け、平行壁流れ壁メタルをステンレススクリュ

　ー釘 32㎜で固定してください。ステンレススクリュー釘の

　釘頭は瓦用接着剤で処理してください。

＊湿式の場合はシリコン入南蛮しっくいを使用してください。

＊平行壁流れ壁メタルのジョイント部は100㎜以上重ね

　瓦用接着剤で処理してください。

１７．壁際の納まり－１

8
0

＊壁際の桟瓦を半端物で施工する場合は桟木で高さを調整し、

＊壁際の切断した小さい桟瓦はホルマル被覆銅線又はステンレス線で緊結するか、瓦用接着剤で固定し

　てください。

＊笠木を取り付け、平行壁流れ壁メタルをステンレススクリュー釘 32㎜で固定してください。ステン

　レススクリュー釘の釘頭は瓦用接着剤で処理してください。

＊湿式の場合はシリコン入南蛮しっくいを使用してください。

＊平行壁流れ壁メタルのジョイント部は100㎜以上重ね瓦用接

　着剤で処理してください。

＊ルーフィングは壁面に沿って250mm以上かつ雨押え上端より50mm以上立ち上げてください。（目安は350mm程度）

＊流れ壁際は流れ壁捨水切を使用してください。

＊EPDM流れ壁用シーラー(２段／枚)を貼り、笠木で圧縮して防水してください。

EPDM流れ壁用シーラー

又はステンレス線
ホルマル被覆銅線

　い。笠木と桟瓦の隙間が大きい場合は２重貼りしてください。

４０



１７．壁際の納まり－２

４１

出隅

壁止まり部－軒先

流壁捨水切を加工し 流れ壁捨水切の先端は瓦上に60mm程度出し、重ねる瓦の下に隠してください。

軒先まで施工してください。 流れ壁 流れ壁

平行壁 平行壁

曲げる 流れ壁捨水切流れ壁捨水切 瓦座 流れ壁捨水切 60mm

重ねる瓦に当らない瓦座を 水勾配を付ける
よう、折り曲げる切り欠く 軒先メタル

【壁止まりメタル】

＊流れ壁捨水切の先端は、軒先まで施工するか、桟瓦上に出すように加工してください。

壁

【平行壁流れ壁メタル】＊平行壁、流れ壁の笠木が同じ高さになるように固定してください。

　笠木の高さは流れ壁の高さ（野地面から80mmの高さ）が基準となり

　ます。

＊平行壁流れ壁メタルを図のように加工し、笠木に固定してください。

　平行壁流れ壁メタルの接合部は瓦用接着剤で処理してください。

平行壁流れ壁メタル
平行壁流れ壁メタル

壁
壁

流れ壁捨水切

瓦用接着剤
笠木15×90以上
平行壁、流れ壁の高さを合わせて固定

＊軒先メタルを図のように加工し、取り付けてください。

＊壁止まりメタル、又は図のように加工した流れ壁捨水切を、瓦より出して取り付けてください。

＊小動物の侵入を防ぐため、瓦座は端まで伸ばしてください。瓦座の端部は流れ壁捨水切の形状に切り

　欠き、水が流れるスペースを確保してください。

＊瓦を施工し、笠木を取り付けてください。

＊平行壁流れ壁メタルは図のように加工し、取り付けてください。

【流れ壁捨水切】 【平行壁流れ壁メタル】

又
は

切断

立ち上げ袋加工

八千代折り

壁

流れ壁捨水切

瓦座を切り欠き、
端まで伸ばす

平行壁流れ壁メタル

瓦座

軒先メタル

【軒先メタル】

折り曲げ

下端を折り曲げかませる5mm
30mm

先端は
瓦より出す

加工

加工

切断



雪止及び雪止金具の取付方法

＊雪止には、同質の雪止瓦と、金属製の雪止金具があります。

＊雪止は一般的に軒桁上に横一列で取り付けてください。

＊積雪量、屋根勾配ごとに雪止の取り付け段数や枚数が異な

　ります。特に積雪の多い地域では屋根全面で雪を止められ

　るよう、雪止の段数を増やすことをお勧めします。（一部

　に雪が集中すると瓦や屋根の破損の原因となります。）

＊積雪量の少ない地域でも、敷地条件等によっては雪止を設置することをお勧めします。（カーポート

　や隣地等への雪の落下防止のため）

＊地域ごとに雪質等も異なるため、地域にあった施工をしてください。

＊雪止は雪を完全に止めるものではありません。大きな雪の塊や、急激な雪の落下を和らげるものです。

　雪止を取り付けても、気象条件などによっては雪が落下する事があります。

後付雪止金具の取付方法

　（通常の雪止の設置には上記の雪止瓦、雪止金具を使用してください。）

手前に引き、瓦に止まっているか確認する スパナ(13サイズ)又はレンチ

取付手順：

①ドライバー等で瓦に２～３㎜

　隙間を空け、雪止金具本体部

　を差し込んでください。

②雪止金具本体部を手前に引き、

　瓦に止まっているかを確認し、

　留め具部分を置いてください。

③ステンレスワッシャ、ナット

　(M8)を取り付け、スパナ(13

　サイズ)又はレンチでしっか

　りと固定してください。

＊雪止金具後付は屋根施工後に雪止を追加する場合に使用してください。

銀鱗(ギンリン)
美銀(ビギン)

銀

緑
マットグリーン
青磁(セイジ)

雪止金具 瓦色

クールブラック
マットブラック

黒

茶
クールブラウン
ナチュラル３色
アンティックブラウン

※スノーホワイト色は受注生産品です。

ハイブリッドリング釘 Ｆ形用

　［雪止瓦の取付方法］ 　［雪止金具の取付方法］

＊雪止金具は色種が限られます。下表を参考に色を選択してください。

＊ハイブリッドリング釘Ｆ形用で下図のように固定してください。

＊雪止は全色取り揃えています。

＊ハイブリッドリング釘Ｆ形用

　２ヶ所で固定してください。 ［タイプⅠ］
ハイブリッドリング釘 Ｆ形用

スーパートライＦ１桟瓦

扇形雪止金具
(ＳトライＦ１用)
※色は黒・茶・銀
  の３色

Ｆ１雪止金具

［タイプⅢ］

ハイブリッドリング釘 Ｆ形用

スーパートライＦ１雪止（角）
スーパートライＦ３雪止（角）

軒桁上に

横１列

１８．雪止及び雪止金具の施工

＊雪止金具後付はタイプⅠ、タイプⅢで専用品を使用してください。

※桟瓦の中央の山と、
　オーバーラップで

　取り付けてください。

Ｓトライ

スーパートライＦ３桟瓦

ＳトライＦ３雪止金具

＊雪止金具後付は軒桁上に横一列で取り付け､積雪量､屋根勾配に応じて取り付け数を増やしてください。

４２

　受けるようにして



ピーカン

１９．パッシブ型小屋裏換気－１　Ｐ－換

＊大棟部に取り付けてください。

＊天井面積に対し必要本数を取り付けてください。

例１）２階天井面積：84㎡（切妻） 例２）２階天井面積：60㎡（切妻）＋１階天井面積：28㎡（寄棟）

84㎡÷33.6㎡＝2.5本 2階：60㎡÷33.6㎡＝1.8本　よって必要本数2本
よって必要本数3本 1階：28㎡÷33.6㎡＝0.8本　よって必要本数1本

有効な位置に配置 有効な位置に配置
（均等割りなど） （均等割りなど）

棟換気Ｐ－換　仕様及び梱包内容

［製品仕様］

野地開口　　：27ｍｍ×780ｍｍ 対応天井面積：33.6㎡(10.2坪)（有効開口面積の1600倍）

有効開口面積：210ｃ㎡

・小屋裏換気の排気口として使用します。

・住宅金融支援機構の｢住宅工事仕様書｣小屋裏換気の内容：吸気口の面積を天井面積の1/900以上とし､排気口の面積を天井面積の1/1600以上とする

［梱包内容］

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞ ﾊﾟｯｷﾝ付  
棟換気本体 Ｆ形用カバー 湿式プレート ※ 防水テープ

  　 ねじ ｽﾃﾝﾚｽねじ

１本 ２本 ２本 ８枚 14本 ３本※乾式工法の場合は不要53

910 50
840

100
25mm40 65mm

842
100mm×50mm SUS410 SUS30548

塗装GL鋼板0.4mm 塗装GL鋼板0.4mm 塗装GL鋼板0.4mm ブチル系 ラスパート塗装 ブロンズ色塗装

棟換気Ｐ－換　取り付け位置と本数

棟換気Ｐ－換　断面及び施工のポイント

①取り付け方法の確認例）乾式工法

大棟の棟金具高さ40以上が使用条件ですパッキン付ステンレスねじ65mm
（付属品）冠1本／枚

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞねじ25㎜（付属品）棟換気本体
②取り付け位置の確認棟金具40以上Ｆ形用カバー（付属品）

防水テープ（付属品）Ｆ２冠瓦(Ｆ１冠瓦) 棟換気を２本連続して施工する場合は

野地開口の間隔を120mm設ける
空気の流れ

例）１枚物 例）半端物

③換気本体の防水処理

本体を野地開口の中央に取り付け
27
野地 本体の両端部は入念に防水テープ処理
開口

35

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞねじ25㎜（付属品） ④桟瓦の施工桟木固定位置

桟木は棟芯から【乾式】35㎜､【湿式】45㎜
例）湿式工法 の位置で取り付け、本体部分の桟瓦は湿式

パッキン付ステンレスねじ65mm
棟換気本体 （付属品）冠1本／枚 プレートにあたる部分は切り欠いて施工

Ｆ形用カバー（付属品） ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞねじ25㎜（付属品）

シリコン入南蛮しっくい 棟金具40以上
⑤桟瓦尻部を防水処理

防水テープ（付属品） 湿式プレート

桟瓦の尻部横重なり箇所をＦ１冠瓦(Ｆ２冠瓦)

防水テープ処理（瓦６枚分）空気の流れ

例）１枚物 例）半端物

⑥冠瓦の取り付け

Ｆ形用カバーの突起を折り倒さないよう
27
野地 に取り付ける
開口

【Ｆ２冠瓦】タマブチに干渉する突起のみ45

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞねじ25㎜（付属品）
桟木固定位置

を折り倒して取り付ける

４３

対応勾配　　：2.0寸～7.0寸

＊独立した小屋裏毎に、換気に有効な位置に取り付けてください。



棟換気Ｐ－換　施工手順

（１）野地を幅27㎜長さ780㎜で開口してください。

　　　湿式の場合は、棟換気本体の両脇に湿式プレートを引っ掛けるように取り付け、棟換気本体と湿式プレートを一緒にコーススレッドねじ25㎜

　　　で片側３本ずつで固定してください。(乾式工法の場合は湿式プレート不要)

　　　換気本体の両端は防水テープで防水してください。

【１本の場合】 【２本の場合】
湿式プレート棟換気本体

棟換気本体同士は60mm離して取り付けてください。

防水テープ 100×50

（付属品）

60㎜
野地開口 78

0mm

27mm 野地開口

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞねじ25mm
（付属品）

120
mm

【乾式】 【湿式】
湿式プレート

湿式プレート棟換気本体 野地開口

端を
引っ掛ける

棟換気
本体

断面図

棟換気部分の断面

（２）棟金具を910㎜ピッチで換気本体の両端に固定してください。 （３）桟瓦を施工してください。

［乾式］棟芯から35㎜の位置に桟木を取り付けてください。 　　　棟換気本体際の桟瓦の横重なりの尻側を覆うように防水テープ

［湿式］棟換気部分の桟木は棟芯から45㎜で施工してください。 　　　(100×50)を横長に貼ってください。（片側３ヶ所）

　　　　棟換気部分以外の桟木は、棟芯より20mmで施工してください。 [乾式]１枚物の桟瓦で納まる場合は尻剣を除去して釘で固定してください。

[湿式]桟瓦が湿式プレートに当たるところのみ、瓦を切欠いて釘で固定

　　　してください。（片側3枚）

桟木
910

mmピ
ッチ

棟金具 （棟芯から20mm）

桟木
（棟芯から45mm）

【湿式】

910
mmピ

ッチ

ﾊｲﾊﾟｰｱｰﾑ切断
瓦を切欠く

【乾式】

湿式ﾌﾟﾚｰﾄに当たる
ところのみ桟木

（棟芯から35mm）
尻剣を切断

【乾式】 【湿式】 【乾式】 【湿式】

棟金具 棟金具湿式プレート 防水テープを貼る 
20棟換気本体 35 100×50（付属品） 湿式プレート

（片側3ケ所）桟木 桟木

【湿式】

4535
【乾式】

桟木固定位置 桟木固定位置
桟瓦棟換気部分の断面 棟換気部分以外の断面

（４）棟金具に垂木を取り付け、Ｆ形用カバーをコーススレッドねじ （５）Ｆ形用カバーの突起を折り倒さないように、冠瓦を付属のﾊﾟｯｷﾝ付

　　　25mmで片側４本ずつ固定してください。 　　　ｽﾃﾝﾚｽねじ65㎜で固定してください。Ｆ２冠瓦（ﾀﾏﾌﾞﾁ付）の場合は、

[乾式]大棟の防水テープはＦ形用カバーと20㎜重なるよう貼ってくださ 　　　ﾀﾏﾌﾞﾁと干渉するＦ形用カバーの突起のみを折り倒して、Ｆ２冠瓦

　　　い。シーラーの厚みが足りない場合はＦ形用カバーの下になる所 　　　を施工してください。
【Ｆ１冠瓦】

　　　にシーラーを増し貼りしてください。

[湿式]湿式プレートの脇、Ｆ形用カバーの下になる所にシリコン入南蛮
Ｆ１冠瓦 ﾊﾟｯｷﾝ付ｽﾃﾝﾚｽねじ65mm　　　しっくいを入れてください。

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞねじ25mm
（付属品）

（付属品）Ｆ形用カバー

【Ｆ２冠瓦】
ﾊﾟｯｷﾝ付ｽﾃﾝﾚｽねじ65mm
（付属品）シリコン入

南蛮しっくい棟垂木 Ｆ２冠瓦（ﾀﾏﾌﾞﾁ付）

防水テープ

ﾀﾏﾌﾞﾁ
20㎜

【湿式】

干渉する突起を【乾式】

折り倒す
EPDMシーラー

連続して取り付ける場合は､野地開口の間隔を120mm離してください。

４４



36

 ＋ブチル粘着材

ポリプロピレン(黒)

［製品仕様］

１本

［梱包内容］

４本 ４本 ２本

付属ねじ

 連結用テープ

22
7m
m

EPDMシート　　　

 排気口

本体固定用ねじ
L=20mm×４本

瓦固定ねじサンレイ用
L=75mm×２本

※乾式工法、湿式工法どちらにもお使いいただけます。

桟瓦

野地開口

　　高さが20mm低いものを使用

本体

尻剣を折る（エアフローにのる瓦のみ）　

230mm

棟換気エアフローＰｌｕｓ+　仕様及び梱包内容

野地開口　　：36ｍｍ×200ｍｍ

有効開口面積：70.7ｃ㎡

ＳＵＳＸＭ７ ＳＵＳＸＭ７

L=51mm×４本

瓦固定ねじJ･F形用(2本)
ＳＵＳＸＭ７

棟換気エアフローＰｌｕｓ+本体

片足２本ずつ

棟換気エアフローＰｌｕｓ+　取り付け位置と本数

棟換気エアフローＰｌｕｓ+上に取り付ける棟金具は

棟換気エアフローＰｌｕｓ+　断面図

・住宅金融支援機構の｢住宅工事仕様書｣小屋裏換気の内容：吸気口の面積を天井面積の1/900以上とし､排気口の面積を天井面積の1/1600以上とする

・小屋裏換気の排気口として使用します。

対応天井面積：11.3㎡（3.4坪）（有効開口面積の1600倍）

棟金具固定用ねじ(2本)

＊大棟部に取り付けてください。

＊天井面積に対し必要本数を取り付けてください。

例２）２階天井面積：60㎡（切妻）＋１階天井面積：28㎡（寄棟）

有効な位置に配置
（均等割りなど）（均等割りなど）

有効な位置に配置

例１）２階天井面積：90㎡（切妻）

よって必要本数8本
90㎡÷11.3㎡＝7.9本 2階：60㎡÷11.3㎡＝5.3本　よって必要本数6本

1階：28㎡÷11.3㎡＝2.4本　よって必要本数3本

１９．パッシブ型小屋裏換気－２　棟換気エアフローＰｌｕｓ+

瓦固定ねじ51㎜（付属品）

片足２本ずつ
棟金具固定用ねじ51㎜（付属品）

本体固定用ねじ20㎜（付属品）

使用しません

４５

対応勾配　　：2.0寸～10.0寸

＊独立した小屋裏毎に、換気に有効な位置に取り付けてください。



断面図

910
mmピ

ッチ

910
mmピ

ッチ

棟金具４０

棟金具２０

桟木

桟木

パッキン付ステンレスねじ75mm

桟瓦

※乾式工法、湿式工法どちらにもお使いいただけます。

冠瓦

桟瓦

棟金具

棟換気
エアフロー

との段差が気になる場合は、
高さ調整のため桟木を斜め
打ちしてください。

棟換気エアフローＰｌｕｓ+　施工手順

Ｐｌｕｓ+
棟換気エアフローＰｌｕｓ+

（４）あとは通常の施工方法通り施工してください。

（１）換気口を開けてください。

棟芯 野地開口

Ｌ＝200
mm×

必要本数

36mm

連結用テープ

折り返す

（２）棟換気エアフローＰｌｕｓ+を取り付けてくだ

　　　さい。本体は本体固定用ねじ20mm４本で固定

　　　してください。

　　　合わせ、連結用テープで固定してください。

　　　複数本を連結する場合は、しっかりと側面を

　　　末端のテープは折り返すか、切断してくださ

　　　い。

　　　棟換気エアフローＰｌｕｓ+上に取り付ける棟金具は、通常より20mm低いものを使用してください。

　　　棟金具の足を本体の形に合わせ、手で軽く曲げ、片足２本ずつ、棟金具固定用ねじ51mmで固定し

　　　てください。

　　　桟木を棟換気部以外へ取り付けてください。

　　　棟換気エアフローＰｌｕｓ+上にのる桟瓦は尻剣を折り、瓦固定ねじ51mmで固定してください。

（３）棟金具を910mmピッチで取り付けてください。

棟垂木

　　　１本に対し、幅36mm、長さ200mmで開口

　　　してください。

　　　本数に応じて長さ200mmを倍数してくだ

　　　さい。

　　　防水テープ、EPDMシーラー25×20（フリーエアーロール）又はシリコン入南蛮しっくいを施工し、

　　　冠瓦を取り付けてください。

（フリーエアーロール）
        又は
シリコン入南蛮しっくい

防水テープ、EPDMシーラー25×20

本体固定用ねじ20mm（付属品）

　棟金具用ねじ51mm（付属品）

瓦固定ねじＪ・Ｆ形用51mm（付属品）

桟瓦
尻剣を折る

４６



［製品仕様］

例）下屋壁際への設置

例）片流屋根への設置

１本

［梱包内容］

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+　仕様及び梱包内容

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+ 　断面図

野地開口　　：23ｍｍ×240ｍｍ×２ヶ所

有効開口面積：106.1ｃ㎡

付属品

L=20mm×１２本

本体

ポリプロピレン(黒)

　や、片流、方形屋根、急勾配屋根(１０寸勾配を越える場合)、平行壁際に使用できます。

＊天井面積に対し、必要本数を取り付けてください。

＊大棟がある場合には、Ｐ－換・棟換気エアフローＰｌｕｓ+等の棟換気を優先して取り付けます。

＊野地面換気エアフローＰｌｕｓ+は、大棟へ設置した棟換気のみでは充分な換気量が取れない場合

＊野地面換気エアフローＰｌｕｓ+の取付位置は出来るだけ最上段の桟瓦下に取り付けます。

両面印刷

681
㎜

135㎜本体

止水用テープ
（裏面）

排気口

１枚

施工要領書本体固定用ねじ

ＳＵＳＸＭ７

施工要領書

１２本

90
20

野地開口
取付位置

90
20

野地開口
取付位置

止水用テープ

　　１２ヶ所で固定

止水用テープ

　　１２ヶ所で固定

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+本体

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+本体

23

23

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+　取り扱いの注意

・小屋裏換気の排気口として使用します。

・住宅金融支援機構の｢住宅工事仕様書｣小屋裏換気の内容：吸気口の面積を天井面積の1/900以上とし､排気口の面積を天井面積の1/1600以上とする

対応天井面積：16.9㎡（5.1坪）（有効開口面積の1600倍）

１９．パッシブ型小屋裏換気－３ 野地面換気エアフローＰｌｕｓ+

本体固定用ねじ20㎜（付属品）

本体固定用ねじ20㎜（付属品）

　最上段が小さな半端物の場合又は方形屋根の場合には、２段目又は３段目の桟瓦下に取り付けます。

４７

対応勾配　　：2.0寸以上



　垂木芯

90mm 野地開口２箇所

桟木（棟際２段目）

桟木（棟際）
90mm

野地開口

50m
m

50m
m

（例：片流屋根）

90mm

野地面換気エアフロー

止水用テープ

※注意

（フリーエアーロール）

        又は

シリコン入南蛮しっくい

桟瓦

パッキン付ステンレスねじ７５mm

20mm

野地開口

止水用テープの剥離紙
をはがす

本体固定用ねじ20mm(付属品)

１２ヶ所で固定

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+　施工手順

Ｐｌｕｓ+

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+

240
mm

240
mm

23mm

23mm

取付位置 20mm
野地開口

23mm

（２）野地面換気エアフローＰｌｕｓ+の下端を棟際２段目の桟木上端より20mm程度の位置に合わせ、

表面に水抜き機能の凹凸があるルーフィングの場合は野地面

換気エアフローＰｌｕｓ+の裏面と周囲を瓦用接着剤で処理し

てください。

瓦
用
接
着
剤

ルーフィング
水抜き機能の凹凸がある

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+

裏面

テープ
止水用

瓦
用
接
着
剤

（１）野地面換気エアフローＰｌｕｓ+ １本に対し、幅23mm×長さ240mmを２ヶ所、棟際２段目の

　　　桟木上端より90mmの位置に開口してください。なお、開口は垂木芯から左右 50mmの位置に設け

　　　止水用テープの剥離紙をはがして、本体固定用ねじ20mm１２ヶ所で固定してください。

棟垂木

片流用ＢＫ棟金具

（３）あとは通常の施工方法通り施工してく

　　　ださい。桟瓦を施工し、防水テープ、

　　　EPDMシーラー25×20（フリーエアーロ

　　　ール）又はシリコン入南蛮しっくいを

　　　施工し、冠瓦を取り付けてください。

防水テープ、EPDMシーラー25×20

本体固定用ねじ20mm（付属品）

　　　てください。桁行き長さに対し必要本数が取り付けられない場合、又は最上段が小さな半端物

　　　で納まり、野地面換気エアフローＰｌｕｓ+の取り付けが困難な場合は１段下（棟際３段目の

　　　桟木の上）を開口してください。
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桟瓦釘打ち基準

＜周辺部＞

＊軒先・棟・袖部などの周辺部は３段、３列を必ず全数釘で固定してください。

＊屋根面の流れ長さが９ｍ以上の場合は、国土交通省告示第1458号に基づき周辺部長さを求

　めてください。

袖部

軒先

棟

３段

３段

３列

３列

３段

３段

平部 周辺部

＜平部＞

　基準風速区分一覧表にて定められた地域と屋根高さにより平部の釘打ち基準が異なります。

　ただし、建築基準法にて構造計算が必要な物件については、基準風速３０ｍ/sec、３２ｍ/sec

　地域でも全数釘打ちしてください。

平均高さＨ

３０ｍ/sec

３２ｍ/sec 千鳥

千鳥 千鳥 千鳥

全数

全数

全数 全数

基準風速 Ｖｏ

千鳥

千鳥

※
７ｍ ８ｍ ９ｍ １０ｍ以上６ｍ

（１３ｍ未満）

３４ｍ/sec以上 全数 全数 全数 全数 全数
（４４ｍ/sec未満）

※平均高さが１３ｍ以上、または基準風速４４ｍ/sec以上の場合は弊社営業担当へご相談ください。

※平均高さＨの値は建築物の高さと軒の高さの平均値を示します。

　下表により平部の釘打ち方法を全数釘打ちか千鳥釘打ちかのどちらかを選択してください。

ホームページよりダウンロードできます。

確認申請用資料として、耐風圧性能検討書を作成できるExcelファイルを

全数釘打ち 千鳥釘打ち

２０．桟瓦釘打ち基準

切妻屋根 寄棟屋根

https://www.try110.com/pro/data/wind-resistance.html
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基準風速区分表

Ｖｏの
数値

３０一

区分 適応地域

二から九までに掲げる地方以外の地方

二 ３２

福井県のうち

新潟県のうち

神奈川県のうち

東京都のうち

埼玉県のうち

茨城県のうち

山形県のうち

秋田県のうち

岩手県のうち

北海道のうち

秋田市 大館市 北秋田郡のうち鷹巣町、比内町、合川町及び上小阿仁村 本荘市 鹿角市 由利郡のうち仁賀保町、金浦

町、象潟町、岩城町及び西目町 南秋田郡のうち五城目町、昭和町、八郎潟町、飯田川町、天王町及び井川町 鹿角郡

鶴岡市　酒田市　西田川郡　飽海郡のうち遊佐町

水戸市　下妻市　ひたちなか市　東茨城郡のうち内原町　結城郡　西茨城郡のうち友部町及び岩間町　真壁郡のうち

明野町及び真壁町　猿島郡のうち五霞町、猿島町及び境町　新治郡のうち八郷町

川越市　大宮市　所沢市　狭山市　上尾市　与野市　入間市　桶川市　久喜市　富士見市　上福岡市　蓮田市　幸手市

北足立郡のうち伊奈町　南埼玉郡　入間郡のうち大井町及び三芳町　北葛飾郡のうち栗橋町、鷲宮町及び杉戸町

八王子市 立川市 昭島市 日野市 東村山市 福生市 東大和市 羽村市 武蔵村山市 あきる野市 西多摩郡のうち瑞穂町

足柄上郡のうち山北町　津久井郡のうち津久井町、相模湖町及び藤野町

両津市　佐渡市　岩船郡のうち山北町及び粟島浦村

敦賀市　小浜市　三方郡　遠敷郡　大飯郡

久慈市　岩手郡のうち葛巻町　下閉伊郡のうち田野畑村及び普代村　二戸郡　九戸郡のうち野田村及び山形村

うち東藻琴村、女満別町及び美幌町　沙流郡のうち平取町　常呂郡のうち端野町、佐呂間町及び常呂町　勇払郡のうち

追分町及び穂別町　紋別郡のうち上湧別町、湧別町、興部町、西興部村及び雄武町

ち風連町及び下川町　様似郡　中川郡のうち美深町、音威子府村及び中川町　空知郡のうち南幌町　浦河郡　網走郡の

内郡　三石郡　斜里郡のうち清里町及び小清水町　厚岸郡のうち厚岸町　夕張郡のうち由仁町及び長沼町　上川郡のう

厚田郡　浜益郡　増毛郡　留萌郡　苫前郡　天塩郡　宗谷郡　枝幸郡　礼文郡　利尻郡　幌泉郡　川上郡　新冠郡　静

札幌市　小樽市　網走市　留萌市　稚内市　江別市　紋別市　名寄市　千歳市　恵庭市　北広島市　石狩市　石狩郡　

山梨県のうち 富士吉田市　南巨摩郡のうち南部町及び富沢町　南都留郡のうち秋山村、道志村、忍野村、山中湖村及び鳴沢村

岐阜県のうち 多治見市　関市　美濃市　美濃加茂市　各務原市　可児市　山県郡　武儀郡のうち洞戸村及び武芸川町　加茂郡のうち

坂祝町及び富加町　揖斐郡のうち藤橋村及び坂内村　本巣郡のうち根尾村

静岡市　浜松市　清水市　富士宮市　島田市　磐田市　焼津市　掛川市　藤枝市　袋井市　湖西市　富士郡　庵原郡

志太郡　小笠郡　浜名郡　榛原郡のうち御前崎町、相良町、榛原町、吉田町及び金谷町　盤田郡のうち浅羽町、福田町、

竜洋町及び豊田町　引佐郡のうち細江町及び三ヶ日町

愛知県のうち 豊橋市　瀬戸市　春日井市　豊川市　豊田市　小牧市　西加茂郡のうち三好町　犬山市　尾張旭市　日進市　愛知郡

滋賀県のうち

丹羽郡　額田郡のうち額田町　宝飯郡

大津市　草津市　守山市　滋賀郡　栗太郡　伊香郡　高島郡

京都府

大阪府のうち 高槻市　枚方市　八尾市　寝屋川市　大東市　柏原市　東大阪市　四條畷市　交野市　三島郡　南河内郡のうち太子町、

河南町及び千早赤阪村

姫路市　相生市　豊岡市　龍野市　赤穂市　西脇市　加西市　篠山市　多可郡　飾磨郡　神崎郡　揖保郡　赤穂郡兵庫県のうち

奈良県のうち

宍粟郡　城崎郡　出石郡　美方郡　養父郡　朝来郡　氷上郡

奈良市　大和高田市　大和郡山市　天理市　橿原市　桜井市　御所市　生駒市　香芝市　添上郡　山辺郡　生駒郡

磯城郡　高市郡　北葛城郡　宇陀郡のうち大宇陀町、菟田野町、榛原町及び室生村

鳥取県のうち 鳥取市　岩美郡　八頭郡のうち郡家町、船岡町、八東町及び若桜町

島根県のうち 益田市　隠岐郡　美濃郡のうち匹見町　鹿足郡のうち日原町

岡山県のうち 岡山市　倉敷市　玉野市　笠岡市　備前市　和気郡のうち日生町　邑久郡　児島郡　都窪郡　浅口郡

広島県のうち 広島市　竹原市　三原市　尾道市　福山市　東広島市　安芸郡のうち府中町　佐伯郡のうち湯来町及び吉和村　山県郡

福岡県のうち のうち筒賀村　賀茂郡のうち河内町　豊田郡のうち本郷町　御調郡のうち向島町　沼隈郡

山田市　甘木市　八女市　豊前市　小郡市　朝倉郡　浮羽郡　三井郡　八女郡　築上郡　嘉穂郡のうち桂川町、稲築町、

碓井町及び嘉穂町　田川郡のうち添田町、川崎町、大任町及び赤村　京都郡のうち犀川町

熊本県のうち 山鹿市　菊池市　玉名郡のうち菊水町、三加和町及び南関町　鹿本郡　菊池郡　阿蘇郡のうち一の宮町、阿蘇町、産山

村、波野村、蘇陽町、高森町、白水村、久木野町、長陽村及び西原村

大分市 別府市 中津市 日田市 佐伯市 臼杵市 津久見市 竹田市 豊後高田市 杵築市 宇佐市 西国東郡　東国東郡 速見大分県のうち

郡 北海部郡 南海部郡 大野郡 大分郡のうち野津原町、挾間町及び庄内町 直入郡 下毛郡 宇佐郡

宮崎県のうち 西臼杵郡のうち高千穂町及び日之影町　東臼杵郡のうち北川町

北海道のうち 函館市　室蘭市　苫小牧市　根室市　登別市　伊達市　松前郡　上磯郡　亀田郡　茅部郡　虻田郡　勇払郡のうち早来

町、厚真町及び鵡川町　白老郡　野付郡　標津郡　目梨郡　斜里郡のうち斜里町　岩内郡のうち共和町　積丹郡　古平

青森県

岩手県のうち

郡　余市郡　有珠郡　沙流郡のうち門別町　厚岸郡のうち浜中町

二戸市　九戸郡のうち軽米町、種市町、大野村及び九戸村

秋田県のうち 能代市　男鹿市　北秋田郡のうち田代町　南秋田郡のうち若美町及び大潟村　山本郡

茨城県のうち 土浦市　石岡市　龍ヶ崎市　牛久市　行方郡のうち麻生町、北浦町及び玉造町　岩井市　つくば市　東茨城郡のうち

茨城町、小川町、美野里町及び大洗町　水海道市　取手市　鹿島郡のうち旭村、鉾田町及び大洋村　稲敷郡　新治郡

のうち霞ヶ浦町、玉里町、千代田町及び新治村　筑波郡　北相馬郡

埼玉県のうち 川口市　浦和市　岩槻市　春日部市　草加市　越谷市　蕨市　戸田市　鳩ヶ谷市　朝霞市　志木市　和光市　新座市

八潮市　三郷市　吉川市　北葛飾郡のうち松伏町及び庄和町

市川市　船橋市　松戸市　野田市　柏市　流山市　八千代市　我孫子市　鎌ヶ谷市　浦安市　印西市　東葛飾郡　印旛千葉県のうち

郡のうち白井町

東京都のうち 二十三区　武蔵野市　三鷹市　府中市　調布市　町田市　小金井市　小平市　国分寺市　国立市　田無市　保谷市　

狛江市　清瀬市　東久留米市　多摩市　稲城市

神奈川県のうち横浜市　川崎市　平塚市　鎌倉市　藤沢市　小田原市　茅ヶ崎市　相模原市　秦野市　厚木市　大和市　伊勢原市　

海老名市　座間市　南足柄市　綾瀬市　中郡　足柄上郡のうち中井町、大井町、松田町及び開成町　足柄下郡　愛甲郡

津久井郡のうち城山町　高座郡

三 ３４

静岡県のうち
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三 ３４ 岐阜県のうち 岐阜市　大垣市　羽島市　羽島郡　海津郡　養老郡　不破郡　安八郡　揖斐郡のうち揖斐川町、谷汲村、大野町、池田

町、春日村及び久瀬村　本巣郡のうち北方町、本巣町、穂積町、巣南町、真正町及び糸貫町

沼津市　熱海市　三島市　富士市　御殿場市　裾野市　田方郡　駿東郡　賀茂郡のうち松崎町、西伊豆町及び賀茂村静岡県のうち

愛知県のうち 名古屋市　岡崎市　一宮市　半田市　津島市　碧南市　刈谷市　安城市　西尾市　蒲郡市　常滑市　江南市　尾西市

稲沢市　東海市　大府市　知多市　　知立市　高浜市　岩倉市　豊明市　西春日井郡　葉栗郡　中島郡　海部郡　　

知多郡　幡豆郡　額田郡のうち幸田町　渥美郡

三重県

彦根市　長浜市　近江八幡市　八日市市　野洲郡　甲賀郡　蒲生郡　神崎郡　愛知郡　犬上郡　坂田郡　東浅井郡滋賀県のうち

大阪府のうち 大阪市　堺市　岸和田市　豊中市　池田市　吹田市　泉大津市　貝塚市　守口市　茨木市　泉佐野市　富田林市　河

内長野市　松原市　和泉市　箕面市　羽曳野市　門真市　摂津市　高石市　藤井寺市　泉南市　大阪狭山市　阪南市　

豊能郡　泉北郡　泉南郡　南河内郡のうち美原町

神戸市　尼崎市　明石市　西宮市　洲本市　芦屋市　伊丹市　加古川市　宝塚市　三木市　高砂市　川西市　小野市

三田市　川辺郡　美嚢郡　加東郡　加古郡　津名郡　三原郡

兵庫県のうち

奈良県のうち 五條市　吉野郡　宇陀郡のうち曽爾村及び御杖村

和歌山県

島根県のうち 鹿足郡のうち津和野町、柿木村及び六日市町

広島県のうち 呉市　因島市　大竹市　廿日市市　賀茂郡のうち黒瀬町　安芸郡のうち海田町、熊野町、坂町、江田島町、音戸町、

倉橋町、下蒲刈町及び蒲刈町　佐伯郡のうち大野町、佐伯町、宮島町、能美町、沖美町及び大柿町　豊田郡のうち安

芸津町、安浦町、川尻町、豊浜町、豊町、大崎町、東野町、木江町及び瀬戸田町

山口県

香川県

三好郡のうち三野町、三好町、池田町及び山城町徳島県のうち

愛媛県

土佐郡のうち大川村及び本川村　吾川郡のうち池川町高知県のうち

福岡県のうち 北九州市　福岡市　大牟田市　久留米市　直方市　飯塚市　田川市　柳川市　筑後市　大川市　行橋市　中間市　筑紫

野市　春日市　大野城市　宗像市　太宰府市　前原市　古賀市　筑紫郡　糟屋郡　宗像郡　遠賀郡　鞍手郡　嘉穂郡の

うち筑穂町、穂波町、庄内町及び頴田町　糸島郡　三潴郡　山門郡　三池郡　田川郡のうち香春町、金田町、糸田町、

赤池町及び方城町　京都郡のうち苅田町、勝山町及び豊津町

佐賀県

長崎県のうち 長崎市　佐世保市　島原市　諫早市　大村市　平戸市　松浦市　西彼杵郡　東彼杵郡　北高来郡　南高来郡　北松浦郡

壱岐郡　下県郡　上県郡　南松浦郡のうち若松町、上五島町、新魚目町、有川町及び奈良尾町

熊本県のうち 熊本市　八代市　人吉市　荒尾市　水俣市　玉名市　本渡市　牛深市　宇土市　玉名郡のうち岱明町、横島町、天水町、

玉東町及び長洲町　宇土郡　下益城郡　上益城郡　八代郡　葦北郡　球磨郡　天草郡

宮崎県のうち 延岡市　日向市　西都市　西諸県郡のうち須木村　西臼杵郡のうち五ヵ瀬町　東臼杵郡のうち門川町、東郷町、南郷村、

西郷村、北郷村、北方町、北浦町、諸塚村及び椎葉村　児湯郡

四 ３６ 北海道のうち

神奈川県のうち

静岡県のうち

徳島県のうち

高知県のうち

長崎県のうち

宮崎県のうち

鹿児島県のうち川内市　阿久根市　出水市　大口市　国分市　出水郡　鹿児島郡のうち吉田町　薩摩郡のうち樋脇町、入来町、東郷町、

宮崎市　都城市　日南市　小林市　串間市　えびの市　宮崎郡　南那珂郡　北諸県郡　西諸県郡のうち高原町及び

野尻町　東諸県郡

福江市　南松浦郡のうち富江町、玉之浦町、三井楽町、岐宿町及び奈留町

西土佐村及び三原村

村、葉山村、仁淀村及び日高村　吾川郡のうち伊野町、吾川村及び吾北村　　幡多郡のうち大正町、大月町、十和村、

宿毛市　長岡郡　土佐郡のうち鏡村、土佐山村及び土佐町　高岡郡のうち佐川町、越知町、檮原町、大野見町、東津野

麻植郡　美馬郡　三好郡のうち井川町、三加茂町、東祖谷山村及び西祖谷山村

徳島市　鳴門市　小松島市　阿南市　勝浦郡　名東郡　名西郡　板野郡　那賀郡のうち那賀川町及び羽ノ浦町　阿波郡

伊東市　下田市　賀茂郡のうち東伊豆町、河津町及び南伊豆町

横須賀市　逗子市　三浦市　三浦郡

本埜村及び栄町　山武郡のうち山武町及び芝山町

千葉市　佐原市　成田市　佐倉市　習志野市　四街道市　八街市　香取郡　印旛郡のうち酒々井町、富里町、印旛村、

鹿嶋市　鹿島郡のうち神栖町及び波崎町　行方郡のうち牛堀町及び潮来町

山越郡　桧山郡　爾志郡　久遠郡　奥尻郡　瀬棚郡　島牧郡　寿都郡　磯谷郡　古宇郡　岩内郡のうち岩内町

千葉県のうち

茨城県のうち

千葉県のうち

東京都のうち

徳島県のうち

高知県のうち

のうち佐賀町及び大方町　吾川郡のうち春野町　高岡郡のうち中土佐町及び窪川町

高知市　安芸市　南国市　土佐市　須崎市　中村市　土佐清水市　香美郡　安芸郡のうち馬路村及び芸西村　幡多郡

那賀郡のうち鷲敷町、相生町、上那賀町、木沢村及び木頭村　海部郡

匝瑳郡　長生郡　山武郡のうち大網白里町、九十九里町、成東町、蓮沼村、松尾町及び横芝町　夷隈郡　安房郡　

大島町　利島村　新島村　神津島村　三宅村　御蔵島村

銚子市 館山市 木更津市 茂原市 東金市 八日市場市 旭市 勝浦市 市原市 鴨川市 君津市 富津市 袖ヶ浦市　海上郡

宮之城町、鶴田町、薩摩町及び祁答院町　伊佐郡　姶良郡　曽於郡

五 ３８

４０六

七 ４２

４４八

九 ４６

沖縄県

鹿児島県のうち名瀬市　鹿児島郡のうち十島村　大島郡

鹿児島県のうち

鹿児島県のうち鹿児島郡のうち三島村　熊毛郡のうち上屋久町及び屋久町

熊毛郡のうち中種子町及び南種子町

八丈町　青ヶ島村　小笠原村東京都のうち

及び鹿島村　肝属郡のうち根占町、田代町及び佐多町

鹿児島県のうち枕崎市　指宿市　加世田市　西之表市　揖宿郡　川辺郡　日置郡のうち金峰町　薩摩郡のうち里村、上甑村、下甑村

室戸市　安芸郡のうち東洋町、奈半利町、田野町、安田町及び北川村高知県のうち

鹿児島県のうち鹿児島市　鹿屋市　串木野市　垂水市　鹿児島郡のうち桜島町　肝属郡のうち串良町、東串良町、高山町、吾平町、

内之浦町及び大根占町　日置郡のうち市来町、東市来町、伊集院町、松元町、郡山町、日吉町及び吹上町
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　桟瓦が破損した場合は、下記の要領で瓦を差し替えてください。

ハイパーアーム　

②
①

破損瓦をハンマーにて破壊して取り除きます。

この際、桟瓦固定釘も取り除いてください。

（１）破損瓦の除去

○印を付けた部分のハイパーアームを折ります。

（２）差し替えるための準備

（３）一段上の瓦の持ち上げ （４）差し替え瓦の加工

①アンダーラップ側の尻剣を折ります。

②ハイパーアーム引っ掛け部分を除去します。

（８）完了

斜線部が瓦が差し替え瓦を示します。

○の場所は接着処理を行った所を示します。

＜釘の取り除き方＞

桟瓦固定釘が残っているので

くか、釘切断機（クリッパー
等）で釘を切断してください。

差し替え瓦を斜めに傾け

ながらオーバーラップ側

から差し込みます。

オーバーラップ側の尻剣

が入ったら、差し替え瓦

のアンダーラップ側を持

ち上げながら差し込みま

差し込む際、ハンマーの

尻部等で瓦の頭部を軽く

たたくと差し込み易くな

ります。

（６）差し替え瓦の差し込み

※差し替え後の瓦は釘を打ちません。

　瓦用接着剤で固定します。

（７）差し替え瓦近辺の耐風処置

差し替え瓦の上部の瓦頭部裏側に瓦用接着剤

を塗り、下部の瓦と接着してください。

（５）差し替え瓦の固定、防水処理

差し替え瓦と右隣の瓦のアンダーラップ尻側

に瓦用接着剤を塗ってください。

瓦用接着剤塗り位置

し替え瓦を入れやすくします。

破損瓦右上の瓦をハンマーにて持ち上げ、差

持ち上げる高さは30mmを目
安にし、ハンマーの下に瓦
の破片などを入れ、瓦の高
さを調整すると作業が楽に
なります。

オーバーラップ

裏面

差し替え瓦の

ハイパーアームが折れ
隣接する瓦の

ないよう、注意しながら

尻剣

差し替え瓦

瓦
用
接
着
剤

瓦
用
接
着
剤

２１．破損時の瓦差し替え方法

破損時の瓦差し替え方法

瓦
用
接
着
剤 瓦

用
接
着
剤

※アンダーラップの下にはハ
　ンマーを入れないよう気を
　つけてください。
　アンダーラップ先端が欠け
　るおそれがあります。

ハンマー等を用いてアンダ
ーラップを持ち上げるとハイ
パーアームは折れます。

持ち上げてください。

上記図のように釘抜き等で抜

す。

※急激に高く瓦をあげると
　上段の瓦のハイパーアーム
　部が折れる可能性がある
　ため注意してください。
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